
事
業
の
再
建
可
能
性
と
求
償
権
行
使
不
能
の
判
定
 
 

最
高
裁
判
所
昭
和
六
一
年
十
月
二
一
日
判
決
 
昭
和
六
〇
年
（
行
ツ
）
 
 

第
一
九
五
号
 
所
得
税
更
正
処
分
等
取
消
請
求
上
告
事
件
税
務
訴
訟
資
 
 

料
一
五
四
号
一
一
二
頁
 
 

小
 
林
 
栢
 
弘
 
 

（
弼
静
銀
雛
撃
 
 
 



Ⅰ
 
事
件
の
経
過
 
 
 

一
事
 
美
 
 
 

川
 
X
（
原
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）
及
び
Ⅹ
の
兄
は
、
昭
和
五
二
年
六
月
一
七
日
に
不
動
産
 
（
以
下
「
本
件
不
動
産
」
と
い
う
。
）
 
 

を
九
九
、
一
四
九
、
四
一
〇
円
で
売
却
し
た
。
 
 
 

何
 
Ⅹ
は
、
昭
和
五
二
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
書
に
、
本
件
不
動
産
の
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
保
証
債
 
 

務
の
履
行
に
よ
る
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例
を
適
用
し
て
保
証
債
務
の
額
一
八
、
〇
二
四
、
七
一
三
円
を
控
除
す
る
と
と
も
に
、
租
税
特
 
 

別
措
置
法
三
五
条
一
項
の
居
住
用
財
産
を
譲
渡
し
た
場
合
の
譲
渡
所
得
の
特
別
控
除
の
特
例
を
適
用
し
て
三
、
0
0
0
万
円
を
控
除
す
る
 
 

旨
を
記
載
し
て
こ
れ
を
所
轄
税
務
署
長
Y
（
被
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
に
提
出
し
た
。
 
 
 

川
 
Y
は
、
何
の
申
告
書
に
つ
い
て
、
本
件
不
動
産
の
譲
渡
は
Ⅹ
の
保
証
債
務
を
履
行
す
る
た
め
の
譲
渡
で
は
あ
る
が
、
求
償
権
を
行
 
 

使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
規
定
の
適
用
を
否
認
し
、
所
得
税
の
増
額
 
 

更
正
処
分
を
行
っ
た
。
 
 
 

な
お
、
保
証
債
務
を
履
行
す
る
に
至
っ
た
経
緯
及
び
そ
の
履
行
に
関
す
る
事
実
関
係
次
は
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

イ
 
訴
外
A
社
（
Ⅹ
の
兄
が
代
表
取
締
役
、
Ⅹ
が
専
務
取
締
役
で
あ
る
同
族
会
社
）
は
、
昭
和
五
二
年
三
月
に
、
先
に
訴
外
B
と
交
 
 
 

換
し
て
い
た
融
通
手
形
で
割
引
に
回
し
て
い
た
も
の
に
つ
き
、
B
社
が
倒
産
し
た
た
め
に
そ
の
手
形
と
A
社
が
振
り
出
し
た
手
形
の
双
 
 
 

方
の
決
済
を
迫
ら
れ
た
が
、
同
社
は
そ
の
決
済
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
月
一
八
日
に
、
和
議
開
始
の
申
立
て
 
 
 

を
行
っ
た
。
 
 

三
二
五
 
 
 



三
二
六
 
 
 

ロ
 
イ
の
和
議
開
始
の
申
立
て
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
A
社
へ
金
銭
を
貸
付
け
て
い
た
金
融
機
関
は
、
そ
の
連
帯
保
証
人
に
な
っ
 
 
 

て
い
た
Ⅹ
ら
に
保
証
債
務
の
履
行
を
請
求
し
」
Ⅹ
ら
は
、
本
件
不
動
産
を
昭
和
五
二
年
六
月
一
七
日
聖
冗
却
し
て
、
そ
の
譲
渡
代
金
の
 
 

一
部
で
も
っ
て
保
証
債
務
（
以
下
「
本
件
保
証
債
務
」
と
い
う
。
）
を
履
行
し
た
。
 
 

ハ
 
前
記
イ
の
和
議
開
始
の
申
立
て
に
関
す
る
和
議
認
可
決
定
ほ
昭
和
五
三
年
一
月
二
四
日
に
行
わ
れ
、
Ⅹ
は
、
昭
和
五
三
年
三
月
 
 

一
三
日
に
主
た
る
債
務
者
で
あ
る
A
社
に
対
し
、
本
件
保
証
債
務
の
履
行
に
よ
り
生
じ
た
求
償
権
（
以
下
「
本
件
求
償
権
」
と
い
う
。
）
 
 
 

の
放
棄
を
す
る
旨
の
通
知
を
し
、
同
月
一
四
日
に
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
規
定
を
適
用
し
て
本
件
不
動
産
の
譲
渡
に
係
る
譲
渡
所
 
 
 

得
に
関
す
る
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
Y
に
繰
出
し
た
。
 
 

ニ
ー
審
（
京
都
地
裁
、
昭
和
五
九
年
三
月
二
九
日
判
決
）
請
求
棄
却
 
 
 

第
一
審
裁
判
所
（
京
都
地
裁
）
で
は
、
次
の
理
由
に
よ
り
Ⅹ
の
請
求
を
棄
却
し
た
（
昭
和
五
九
年
三
月
二
九
日
判
決
・
税
資
〓
二
五
号
 
 

四
八
六
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
に
い
う
「
求
償
権
の
全
部
又
は
一
部
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
 
 

と
き
」
と
は
、
求
償
権
行
使
の
相
手
方
で
あ
る
主
た
る
債
務
者
が
、
倒
産
し
て
事
業
を
廃
止
し
て
し
ま
っ
た
り
、
事
業
回
復
の
め
ど
が
た
 
 

た
ず
、
破
産
者
し
く
は
私
的
整
理
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
場
合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
主
債
務
者
の
債
務
超
過
が
著
し
く
、
そ
の
状
態
が
 
 

相
当
長
期
間
に
わ
た
っ
て
継
続
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
求
償
債
務
の
弁
済
の
見
込
み
が
た
た
な
い
場
合
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
 
 

場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
、
求
償
権
放
棄
の
際
、
主
債
務
老
の
経
理
内
容
か
ら
客
観
的
に
確
実
と
な
っ
た
と
き
を
指
称
す
る
と
解
す
 
 

る
の
が
相
当
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
①
A
社
の
経
理
内
容
は
和
議
認
可
後
も
比
餃
的
良
好
で
あ
る
こ
と
、
②
昭
和
 
 

五
三
年
か
ら
昭
和
五
八
年
ま
で
の
間
の
A
社
の
経
理
内
容
は
、
債
務
超
過
の
状
態
に
は
な
く
、
更
に
は
、
金
融
機
関
か
ら
二
、
七
〇
〇
万
 
 

円
を
借
金
し
、
そ
の
後
こ
れ
を
順
調
に
返
済
し
て
い
る
こ
と
、
③
Ⅹ
ら
は
、
本
件
求
償
権
の
取
得
の
ほ
か
に
、
別
途
A
社
に
対
し
合
計
約
 
 
 



二
、
五
〇
〇
万
円
の
貸
付
け
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ほ
利
息
と
と
も
に
年
々
弁
済
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
④
Ⅹ
ら
が
和
議
認
可
直
後
に
求
償
 
 

権
を
放
棄
し
、
求
償
権
を
長
期
貸
付
金
と
し
な
か
っ
た
の
は
、
顧
問
税
理
士
が
求
償
権
を
放
棄
し
て
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
適
用
を
受
 
 

け
れ
ば
節
税
に
な
る
と
す
す
め
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
求
償
権
の
放
棄
が
や
む
を
得
な
い
状
況
の
中
で
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
 
 

く
、
所
得
覇
課
税
を
免
れ
る
た
め
の
方
便
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
Ⅹ
の
本
件
求
償
 
 

権
の
放
棄
は
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
に
該
当
し
な
い
と
判
示
し
た
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
Ⅹ
は
控
訴
し
た
。
 
 

三
 
控
訴
審
（
大
阪
高
裁
 
昭
和
大
○
年
七
月
五
日
判
決
）
 
 
 

Ⅲ
 
控
訴
人
の
主
張
 
 
 

イ
 
求
償
権
の
行
使
の
可
否
は
、
A
社
の
財
政
状
態
」
安
全
性
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
 
 
 

安
全
性
が
な
け
れ
ば
求
償
権
の
行
使
は
不
可
能
で
あ
る
。
本
件
求
償
権
及
び
Ⅹ
の
兄
の
求
償
権
の
合
計
額
三
、
0
0
0
万
円
を
A
社
 
 
 

の
債
務
と
し
て
計
上
し
た
場
合
に
は
、
同
社
は
三
、
0
0
0
万
円
以
上
の
債
務
超
過
と
な
り
、
破
産
状
態
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
 
 
 

る
。
 
 
 

ロ
 
A
社
の
訴
外
C
に
対
す
る
貸
付
金
一
、
〇
八
二
万
円
は
、
時
効
に
よ
り
消
滅
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
貸
付
金
は
一
、
0
0
 
 
 

0
万
円
し
か
な
く
、
自
己
資
本
は
マ
イ
ナ
ス
で
、
自
己
資
本
比
率
、
負
債
比
率
と
も
憂
慮
す
べ
き
数
字
で
あ
る
。
 
 
 

ハ
 
A
社
の
和
議
の
届
出
債
務
（
八
七
、
四
五
九
、
七
四
六
円
）
の
弁
済
資
金
は
、
借
入
金
と
棚
卸
資
産
を
必
要
最
少
限
度
ま
で
順
 
 
 

次
売
却
処
分
し
て
得
た
四
、
四
〇
〇
万
円
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
A
社
は
、
上
記
の
和
議
債
務
の
は
か
、
担
保
権
を
有
す
る
債
権
者
に
対
し
約
三
、
四
〇
〇
万
円
弱
の
弁
済
を
し
な
け
れ
ば
な
 
 

三
二
七
 
 
 



三
二
八
 
 

ら
な
か
っ
た
。
 
 

伺
 
被
控
訴
人
Y
の
主
張
 
 
 

イ
 
Ⅹ
主
張
の
「
安
全
性
比
率
」
に
妥
当
性
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
和
議
決
定
当
時
す
で
に
A
社
の
安
全
性
が
換
わ
れ
て
い
た
こ
 
 

と
に
な
り
、
届
出
債
権
額
の
元
本
全
額
を
分
割
弁
済
す
る
条
件
で
和
議
認
可
決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
自
体
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
 
 

さ
ら
に
、
そ
の
後
の
五
年
間
に
わ
た
る
「
安
全
性
比
率
」
に
よ
れ
ば
、
和
議
条
件
の
完
全
履
行
な
ど
さ
ら
に
あ
り
得
る
は
ず
が
な
い
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
債
務
の
分
割
弁
済
の
条
件
で
和
議
認
可
決
定
が
な
さ
れ
、
A
社
は
昭
和
五
三
年
一
月
二
三
日
か
ら
昭
和
五
八
年
四
月
三
 
 

〇
日
ま
で
の
五
年
間
に
元
本
全
額
の
分
割
弁
済
を
し
た
。
そ
の
返
済
資
金
ほ
、
Ⅹ
ら
か
ら
二
、
五
一
九
万
円
、
訴
外
D
信
用
金
庫
か
ら
 
 

二
、
七
〇
〇
万
円
を
調
達
し
た
ほ
か
、
残
る
三
、
五
一
九
万
円
に
つ
い
て
は
和
議
決
定
後
の
経
営
努
力
に
よ
っ
て
得
た
資
金
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ⅹ
主
張
の
「
安
全
性
等
比
率
」
に
は
妥
当
性
が
な
く
、
そ
の
主
張
は
失
当
で
あ
る
。
 
 
 

ロ
 
本
件
求
償
権
は
Ⅹ
ら
が
す
で
に
任
意
に
放
棄
し
た
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
放
棄
し
て
い
な
く
て
も
、
そ
の
支
払
を
猶
予
し
得
た
 
 

も
の
で
あ
る
か
ら
、
Ⅹ
主
張
の
よ
う
に
こ
れ
を
含
め
て
「
安
全
性
等
比
率
」
を
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
ほ
な
い
。
 
 
 

ハ
 
C
に
対
す
る
貸
付
金
が
時
効
消
滅
し
た
こ
と
を
知
り
得
た
の
は
昭
和
五
五
年
四
月
一
日
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
本
件
求
償
権
 
 

を
放
棄
し
た
時
点
で
は
判
断
材
料
に
な
り
得
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
も
債
権
の
時
効
消
滅
自
体
、
A
社
の
専
務
で
有
限
責
任
社
員
で
あ
る
Ⅹ
が
時
効
中
断
の
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
 
 

の
で
あ
り
、
本
件
求
償
権
行
使
不
能
の
根
拠
と
は
な
り
得
な
い
。
 
 

伺
 
判
旨
 
 

控
訴
棄
却
（
税
資
一
四
六
号
七
〇
貫
）
 
 
 



イ
 
所
得
税
法
六
四
条
二
項
に
い
う
「
求
償
権
の
行
使
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
」
と
は
、
求
償
権
行
使
の
相
 
 

手
方
で
あ
る
主
債
務
暑
が
倒
産
し
て
事
業
を
廃
止
し
て
し
ま
っ
た
り
、
事
業
回
復
の
目
処
が
た
た
ず
破
産
も
し
く
は
私
的
整
理
に
委
ね
 
 

ざ
る
を
得
な
い
場
合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
主
債
務
者
の
債
務
超
過
の
状
態
が
相
当
期
間
継
続
し
、
衰
微
し
た
事
業
を
再
建
す
る
見
通
 
 

し
が
な
い
こ
と
、
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
事
情
が
生
じ
、
求
償
権
の
行
使
、
即
ち
債
権
の
回
収
の
見
込
み
の
な
い
こ
と
が
確
実
と
な
っ
 
 

た
場
合
を
い
う
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
求
償
権
の
放
棄
に
よ
り
法
律
的
に
は
Ⅹ
は
A
社
に
対
し
本
件
求
償
権
を
行
使
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
ほ
明
ら
 
 

か
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
主
た
る
債
務
者
A
社
に
右
事
業
再
建
の
見
通
し
が
な
い
こ
と
等
の
事
情
が
な
け
れ
ば
、
所
得
税
法
六
四
 
 

条
二
項
の
適
用
は
な
い
（
債
権
者
の
求
償
権
放
棄
の
意
思
表
示
の
み
で
、
そ
の
回
収
の
可
否
を
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
）
と
解
す
べ
き
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

ロ
 
Ⅹ
は
、
主
た
る
債
務
者
の
事
業
の
再
建
の
見
通
し
が
あ
る
場
合
で
も
、
相
当
期
間
債
務
超
過
が
継
続
す
る
と
予
想
さ
れ
、
現
況
 
 

に
お
い
て
通
常
予
測
し
得
る
将
来
の
あ
る
一
定
期
間
（
五
年
を
限
度
と
す
る
）
を
想
定
し
、
そ
の
期
間
に
求
償
権
行
使
が
不
可
能
と
認
 
 

め
ら
れ
る
と
き
も
、
同
条
項
の
「
求
償
権
の
行
使
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
」
に
含
め
る
べ
き
旨
主
張
す
る
が
、
事
業
再
建
の
 
 

見
通
し
が
あ
れ
ば
債
務
超
過
で
あ
っ
て
も
一
般
に
利
益
の
中
か
ら
求
償
権
に
対
す
る
支
払
い
が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
仮
に
事
 
 

業
再
建
の
見
通
し
が
あ
る
の
に
今
後
一
定
期
間
（
五
年
）
内
に
求
償
権
を
回
収
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、
合
理
的
経
済
人
 
 

が
そ
の
後
の
回
収
に
期
待
せ
ず
現
在
直
ち
に
そ
の
求
償
権
を
放
棄
す
る
に
至
る
の
が
通
例
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
Ⅹ
の
右
 
 

ハ
 
事
実
に
よ
れ
ば
、
Ⅹ
が
本
件
求
償
権
を
放
棄
し
た
昭
和
五
三
年
三
月
一
三
日
当
時
は
、
A
社
の
和
議
認
可
決
定
の
直
後
で
あ
っ
 
 

主
張
は
採
用
で
き
な
い
。
 
 

三
二
九
 
 
 



三
三
〇
 
 
 

て
、
同
社
は
和
議
債
務
の
元
本
全
額
の
支
払
猶
予
を
得
て
事
業
再
建
の
可
能
性
が
あ
っ
た
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
即
ち
①
Ⅹ
ら
 
 

経
営
者
、
和
議
債
権
者
、
和
議
管
財
人
ら
も
同
じ
判
断
で
和
議
を
成
立
さ
せ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
②
A
社
が
和
議
開
始
の
申
立
を
す
 
 
 

る
に
至
っ
た
の
は
融
通
手
形
の
振
出
先
が
倒
産
し
、
一
時
的
突
発
的
に
多
数
の
資
金
を
必
要
と
し
た
た
め
で
あ
っ
て
、
従
前
の
経
営
不
 
 

振
が
直
接
の
原
因
で
な
い
こ
と
、
③
A
社
は
有
力
商
品
「
0
0
0
0
」
を
有
し
て
い
た
の
で
そ
の
売
上
増
が
期
待
で
き
た
し
、
ま
た
全
 
 
 

国
的
に
有
名
な
「
0
0
0
」
と
い
う
登
録
商
標
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
④
A
社
は
前
年
度
ま
で
債
務
超
過
の
状
態
で
は
な
く
、
本
件
求
 
 

償
権
放
棄
の
事
業
年
度
に
お
い
て
初
め
て
債
務
超
過
と
な
っ
た
（
そ
の
原
因
の
一
つ
に
Ⅹ
ら
経
営
者
の
怠
慢
に
よ
り
多
額
の
貸
付
金
を
 
 
 

時
効
に
よ
り
消
滅
さ
せ
た
こ
と
が
あ
る
）
こ
と
、
⑤
本
件
求
償
権
放
棄
後
の
数
年
間
に
A
社
の
経
営
に
再
建
の
見
通
し
が
な
か
っ
た
と
 
 
 

い
え
る
決
定
的
な
事
情
も
生
じ
て
い
な
い
こ
と
等
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 
 

ニ
自
己
資
本
率
、
負
債
比
率
及
び
借
入
金
月
商
倍
率
は
企
業
の
安
全
性
を
示
す
比
率
で
し
か
な
く
、
右
比
率
が
低
か
っ
た
り
不
良
 
 
 

で
あ
っ
た
り
し
て
も
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
す
ぐ
に
倒
産
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
右
比
率
を
も
っ
て
直
ち
に
主
た
る
債
務
 
 
 

者
で
あ
る
A
社
が
存
続
不
能
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
本
件
求
償
権
の
行
使
不
能
を
結
論
づ
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
 
 
 

ホ
 
本
件
求
償
権
の
放
棄
は
、
主
た
る
債
務
者
の
事
業
再
建
の
見
通
し
が
な
い
と
き
、
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
事
情
が
あ
る
と
き
に
 
 
 

な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
（
保
証
債
務
の
履
行
に
よ
る
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例
）
の
適
用
は
な
い
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
Ⅹ
は
上
告
し
た
。
 
 

四
 
上
告
審
（
最
高
裁
第
三
小
法
廷
 
 
昭
和
六
一
年
一
〇
月
ニ
ー
日
判
決
）
 
 
 

∽
 
Ⅹ
の
上
告
理
由
 
 
 

イ
 
事
業
再
建
の
可
能
性
町
あ
る
こ
と
と
求
償
権
行
使
が
可
能
で
あ
る
こ
と
と
は
別
問
題
で
あ
る
。
訴
外
A
社
は
、
昭
和
五
三
年
三
 
 
 



月
〓
二
日
当
時
、
実
質
的
に
は
債
務
超
過
の
状
態
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
後
も
そ
の
債
務
超
過
の
状
態
が
相
当
期
間
継
続
し
、
本
件
不
動
 
 

産
の
売
却
代
金
の
う
ち
、
本
件
求
償
権
放
棄
を
し
た
残
額
に
つ
き
貸
付
金
処
理
を
し
た
債
務
に
つ
い
て
さ
え
、
い
ま
だ
完
済
で
き
て
い
 
 

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
本
件
求
償
権
を
放
棄
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
本
件
求
償
権
放
棄
時
で
あ
る
昭
和
五
三
年
三
月
一
三
日
当
 
 

時
に
お
い
て
は
、
そ
の
求
償
権
行
使
の
可
能
性
な
ど
全
く
予
想
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
 
 
 

ロ
 
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
立
法
趣
旨
は
、
実
質
上
所
得
の
な
い
保
証
債
務
老
が
、
そ
の
責
任
を
果
し
易
い
よ
う
に
税
負
担
の
障
 
 

害
を
取
り
除
く
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
本
条
の
解
釈
適
用
は
弾
力
的
に
な
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

か
か
る
観
点
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
「
求
償
権
の
行
使
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
」
と
は
、
原
判
決
 
 

の
判
示
さ
れ
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、
主
た
る
債
務
者
の
事
業
の
再
建
の
見
通
し
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
相
当
期
間
債
務
超
過
が
継
 
 

続
す
る
と
予
想
さ
れ
、
通
常
予
測
し
得
る
将
来
の
あ
る
一
定
期
間
（
五
年
程
度
）
を
想
定
し
、
そ
の
期
間
内
に
求
償
権
行
使
が
不
可
能
 
 

と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
に
含
め
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

ハ
 
企
業
の
経
営
者
の
個
人
保
証
に
基
づ
く
求
償
債
務
の
弁
済
は
、
そ
の
企
業
が
破
産
状
態
に
あ
る
場
合
に
は
、
理
論
的
に
弁
済
可
 
 

能
で
あ
る
と
し
て
も
、
債
務
超
過
を
解
消
し
て
か
ら
一
番
最
後
に
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
し
、
そ
れ
が
通
例
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
 
 

貨
幣
価
値
の
下
落
、
金
利
等
を
考
慮
す
る
と
遠
い
将
来
に
お
い
て
あ
る
い
は
可
能
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
求
償
債
権
の
行
使
を
期
待
す
 
 

る
よ
り
も
、
現
実
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
得
税
の
負
担
を
考
慮
し
て
、
そ
の
求
償
権
を
放
棄
し
て
節
税
を
考
え
る
こ
と
は
通
 
 

例
で
あ
り
、
何
ら
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 
 

ニ
Ⅹ
は
、
結
局
、
前
述
し
た
事
情
の
下
に
A
社
に
対
す
る
求
償
権
を
放
棄
し
た
も
の
で
あ
り
、
Ⅹ
に
は
、
本
件
不
動
産
を
処
分
し
 
 

て
実
質
的
に
は
何
ら
の
所
得
も
享
受
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
原
判
決
は
、
所
得
を
享
受
し
た
も
の
と
し
て
Y
の
課
税
処
分
 
 

三
三
一
 
 
 



三
三
二
 
 

を
容
認
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
法
令
の
解
釈
適
用
を
誤
り
、
か
つ
、
経
験
則
に
反
す
る
違
法
が
あ
る
。
 
 
 

∽
 
判
旨
 
 
 

上
告
棄
却
 
 
 

本
件
求
償
権
が
所
得
税
法
六
四
条
二
項
に
い
う
行
使
不
能
の
状
態
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
本
件
課
税
処
分
を
適
 
 

法
と
し
た
原
審
の
認
定
判
断
は
、
原
判
決
挙
示
の
証
拠
関
係
及
び
そ
の
説
示
に
照
ら
し
、
正
当
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
判
 
 

決
に
所
論
の
違
法
は
な
く
、
論
旨
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 
 
 

Ⅱ
 
評
 
 
釈
 
 

判
旨
賛
成
 
 

「
 
争
点
と
問
題
点
 
 

（
1
）
 
 
 

保
証
債
務
を
履
行
す
る
た
め
に
譲
渡
所
得
の
基
因
と
な
る
資
産
を
譲
渡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
履
行
に
伴
う
求
償
権
の
全
部
又
は
 
 

（
2
）
 
 

一
部
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
金
額
を
譲
渡
代
金
の
回
 
 

収
不
能
額
と
み
な
し
て
、
当
筋
金
額
に
対
応
す
る
部
分
の
所
得
は
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
と
い
う
の
が
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
規
定
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

本
件
訴
訟
に
お
い
て
は
、
本
件
不
動
産
の
譲
渡
代
金
の
一
部
で
木
件
保
証
債
務
を
履
行
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
A
社
に
対
す
る
本
件
求
償
 
 

権
を
取
得
し
た
Ⅹ
が
、
A
社
の
和
議
認
可
直
後
に
そ
の
求
償
権
を
放
棄
し
て
求
償
し
な
い
こ
と
と
し
た
こ
と
が
所
得
税
法
六
四
条
二
項
に
 
 

兢
定
す
る
「
求
償
権
の
全
部
又
は
一
部
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
も
の
 
 
 



で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
場
合
の
「
求
償
権
の
全
部
又
は
一
部
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
」
と
い
う
の
は
如
何
な
る
状
態
の
こ
と
 
 

を
い
う
の
か
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
堅
ハ
四
条
二
項
の
規
定
の
文
言
か
ら
ほ
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
間
題
 
 

は
、
同
項
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
趣
旨
等
か
ら
合
理
的
に
解
釈
す
る
以
外
に
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

こ
の
点
に
関
し
て
「
求
償
権
の
全
部
又
は
一
部
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
」
と
い
う
の
は
、
①
そ
の
で
き
な
 
 

い
こ
と
と
な
っ
た
理
由
の
如
何
に
よ
っ
て
解
釈
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
ど
う
か
、
③
求
償
権
行
使
不
能
の
状
態
に
あ
る
か
香
か
 
 

の
判
定
の
要
素
に
主
た
る
債
務
者
の
衰
業
再
建
の
可
能
性
が
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
、
③
主
た
る
債
務
者
の
資
力
の
判
定
に
求
償
債
務
の
額
 
 

を
考
慮
す
べ
き
か
否
か
、
ま
た
、
④
求
償
権
行
使
不
能
の
状
態
に
あ
る
か
否
か
の
判
定
は
い
つ
の
時
点
で
行
う
べ
き
か
な
ど
い
く
つ
か
の
 
 

問
題
点
が
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
諸
点
に
つ
い
て
本
件
訴
訟
に
お
け
る
争
点
を
中
心
と
し
て
以
下
に
論
究
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
 

二
 
求
償
権
行
使
不
能
の
意
義
 
 
 

吊
 
譲
渡
所
得
に
対
す
る
課
税
の
本
質
は
、
資
産
の
値
上
り
に
よ
り
そ
の
資
産
の
所
有
者
に
帰
属
す
る
増
加
益
を
所
得
と
し
て
、
そ
の
 
 

資
産
が
所
有
者
の
支
配
を
離
れ
て
他
匿
移
転
す
る
の
を
機
会
に
、
こ
れ
を
清
算
し
て
課
税
す
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
、
売
買
交
換
等
に
よ
 
 

り
そ
の
資
産
の
移
転
が
対
価
の
受
入
れ
を
伴
う
と
き
は
、
そ
の
増
加
益
は
対
価
の
う
ち
に
具
体
化
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
課
税
の
対
象
と
 
 

（
3
）
（
4
）
 
 

し
て
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
と
一
般
匠
解
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
資
産
を
譲
渡
し
て
そ
の
対
価
を
受
け
入
れ
た
場
合
に
ほ
、
そ
の
資
産
の
値
上
り
に
よ
る
増
加
 
 

益
は
そ
の
対
価
の
う
ち
に
実
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
そ
の
対
価
の
全
部
又
は
一
部
が
保
証
債
務
の
履
行
に
当
て
ら
れ
た
と
 
 

三
三
三
 
 
 



三
三
四
 
 

し
て
も
」
そ
れ
ほ
単
に
実
現
し
た
所
得
を
消
費
又
は
再
投
資
に
振
り
向
け
た
こ
と
、
つ
ま
り
所
得
の
処
分
を
し
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
 
 

そ
の
こ
と
ほ
課
税
所
得
の
範
囲
に
ほ
何
等
の
影
響
を
も
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
純
資
産
増
加
説
に
 
 

（
5
）
 
 

基
づ
く
包
括
的
所
得
概
念
の
構
成
わ
下
で
ほ
当
然
の
帰
結
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

主
の
こ
と
に
関
し
て
最
高
裁
ほ
、
物
上
保
証
人
の
資
産
が
担
保
権
の
実
行
に
よ
り
譲
渡
さ
れ
て
そ
の
譲
渡
代
金
が
主
た
る
債
務
者
の
債
 
 

務
の
弁
済
に
当
て
ら
れ
、
か
つ
、
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
物
上
保
証
人
の
求
償
権
の
行
使
が
不
可
能
で
あ
る
場
合
の
譲
渡
所
得
に
つ
い
 
 

て
、
所
得
税
法
（
昭
和
≡
一
年
法
律
第
五
六
号
に
よ
る
改
正
前
の
旧
所
得
税
法
九
条
一
項
八
号
）
に
お
け
る
譲
渡
所
得
の
「
収
入
金
額
と
 
 

は
、
譲
渡
資
産
の
客
観
的
な
価
額
を
指
す
も
の
で
ほ
な
く
、
具
体
的
な
場
合
に
お
け
る
現
実
の
収
入
金
額
を
指
す
も
の
と
解
す
る
の
が
相
 
 

当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
‥
∵
‥
上
告
人
ほ
そ
の
所
有
贋
産
を
譲
渡
し
て
売
却
代
金
と
し
て
五
六
〇
万
円
を
受
儲
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
 
 

収
入
金
額
が
五
六
〇
万
円
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
上
告
人
が
訴
外
K
社
の
三
〇
〇
万
円
の
債
務
を
弁
済
し
、
右
資
産
上
の
抵
当
権
 
 

（
6
）
 
 

を
抹
消
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
垂
二
〇
〇
万
円
を
差
し
引
い
た
金
額
と
解
す
べ
き
理
由
ほ
な
い
」
旨
判
示
し
、
ま
た
、
訃
の
事
件
で
は
 
 

「
譲
腰
所
得
の
対
象
ほ
競
落
代
金
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
求
償
権
の
取
立
が
事
実
上
不
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
か
か
る
事
情
は
、
譲
渡
所
 
 

（
7
）
 
 

碍
の
成
否
に
何
等
の
消
長
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
」
旨
判
示
⊥
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
判
決
の
考
え
方
は
、
前
記
の
純
資
産
増
加
説
に
 
 

基
づ
く
包
括
的
所
得
概
念
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 
 

t
か
し
、
⊥
」
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
て
は
、
私
法
上
の
権
利
の
帰
属
関
係
が
ど
う
あ
る
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
実
質
的
に
自
己
の
 
 

（
8
）
 
 

利
益
と
な
ち
な
か
っ
た
収
入
に
対
し
て
課
税
す
る
の
は
担
税
力
の
見
地
よ
り
著
し
く
不
合
理
で
あ
る
。
ま
た
、
本
来
自
己
に
属
す
べ
き
も
 
 

（
9
）
 
 

の
と
し
て
請
求
し
え
な
い
競
落
代
金
を
譲
渡
人
の
収
入
金
額
と
す
る
こ
と
に
は
若
干
疑
問
の
余
地
が
な
い
わ
け
で
ほ
な
い
と
い
う
批
判
が
 
 

な
さ
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
譲
渡
所
得
の
実
現
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
保
証
債
務
を
履
行
す
る
た
め
に
余
儀
な
く
、
い
わ
ば
他
 
 
 



律
的
に
実
現
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
履
行
に
伴
っ
て
取
得
し
た
求
償
権
の
行
使
が
不
能
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
資
産
 
 

の
所
有
者
は
実
質
的
に
は
そ
の
所
得
を
享
受
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
課
税
所
得
の
う
え
で
何
等
考
慮
し
な
い
と
い
う
場
合
 
 

に
は
、
理
論
上
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
一
般
の
納
税
者
感
情
か
ら
は
到
底
理
解
を
得
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
 
 

に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

∽
そ
こ
で
、
前
記
の
よ
う
な
事
情
を
背
景
と
し
て
、
昭
聖
六
年
七
月
に
、
国
税
庁
長
官
通
達
（
昭
和
三
六
年
直
資
五
八
）
に
よ
り
 
 

「
他
人
の
債
務
の
担
保
に
提
供
さ
れ
て
い
た
資
産
が
担
保
権
の
実
行
に
よ
り
譲
渡
さ
れ
た
場
合
の
所
得
税
ま
た
ほ
再
評
価
税
の
取
扱
い
に
 
 

つ
い
て
」
が
定
め
ら
れ
た
。
 
 
 

こ
の
通
達
の
骨
子
は
、
①
他
人
の
債
務
を
担
保
す
る
た
め
、
資
産
に
也
保
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
主
債
務
老
が
資
力
を
喪
失
 
 

し
て
い
て
債
務
の
弁
済
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
そ
の
資
産
が
也
保
権
の
実
行
に
よ
り
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
、
③
そ
の
譲
渡
代
金
の
全
部
が
そ
 
 

の
債
務
の
弁
済
に
應
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
④
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
の
行
使
が
不
能
で
あ
る
こ
と
の
い
ず
れ
の
要
件
を
も
満
 
 

た
す
場
合
に
限
り
、
そ
の
資
産
の
譲
渡
に
よ
る
譲
渡
所
得
に
対
し
て
は
課
税
を
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
通
達
が
 
 

設
け
ら
れ
た
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
担
保
権
の
実
行
に
よ
り
強
制
的
に
資
産
が
譲
渡
さ
せ
ら
れ
た
結
果
、
そ
の
譲
渡
対
価
は
他
人
の
債
務
の
 
 

弁
済
に
当
て
ら
れ
、
そ
の
資
産
の
譲
渡
を
し
た
者
は
、
そ
の
譲
渡
に
よ
つ
て
は
実
質
的
に
所
得
を
享
受
し
て
い
な
い
点
を
考
慮
し
た
も
の
 
（
1
0
）
 
 

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

昭
和
三
七
年
に
重
り
、
、
保
証
債
務
を
履
行
す
る
た
め
資
産
の
譲
渡
が
あ
っ
た
場
合
で
、
そ
の
履
行
に
伴
う
求
償
権
の
全
部
又
は
一
部
を
 
 

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
求
償
権
の
行
使
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
金
額
に
対
応
す
る
 
 

部
分
の
所
得
金
額
は
な
か
っ
た
も
の
と
す
る
旨
の
親
定
（
昭
和
三
七
年
法
律
第
四
四
号
に
よ
る
改
正
後
の
旧
所
得
税
法
一
〇
条
の
六
）
が
 
 

三
三
五
 
 
 



三
三
六
 
 
 

新
た
に
設
け
ら
れ
、
前
記
の
取
扱
い
ほ
こ
の
規
定
に
包
摂
さ
れ
た
。
 
 
 

そ
し
て
、
現
行
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
規
定
は
、
旧
所
得
税
法
一
〇
条
の
六
の
規
定
が
母
体
と
な
っ
て
、
昭
和
四
〇
年
の
全
文
改
正
 
 

に
よ
り
、
現
行
規
定
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
昭
和
四
九
年
に
岡
焼
定
の
適
用
に
つ
い
て
申
告
要
件
が
付
加
さ
れ
た
ほ
か
は
、
 
 

基
本
的
に
は
、
旧
所
得
税
法
一
〇
条
の
六
の
考
え
方
が
現
在
も
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
 
 
 

以
上
の
と
お
り
、
昭
和
三
六
年
の
直
資
五
八
の
取
扱
通
達
と
昭
和
三
七
年
に
よ
り
新
た
に
設
け
ら
れ
た
旧
所
得
税
法
一
〇
条
の
六
の
競
 
 

走
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
間
に
若
干
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
の
取
扱
通
達
で
は
主
債
務
者
が
資
力
喪
失
の
た
め
 
 

に
支
払
不
能
と
な
り
、
担
保
権
の
実
行
と
し
て
資
産
が
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
を
前
捷
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
譲
渡
に
よ
り
譲
渡
者
に
 
 

帰
属
す
る
も
の
ほ
求
償
権
の
み
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
求
償
権
は
譲
渡
の
時
点
に
お
い
て
、
も
は
や
無
価
値
の
も
の
と
な
っ
て
い
な
け
れ
 
 

ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
通
達
は
、
こ
の
点
に
着
目
し
て
、
譲
渡
者
に
は
「
事
実
上
所
得
の
享
受
が
伴
わ
な
い
」
と
し
、
観
念
 
 

的
に
発
生
し
て
い
る
所
得
を
非
課
税
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
後
者
の
旧
所
得
税
法
一
〇
粂
の
六
の
規
定
で
は
、
前
述
の
前
接
が
な
く
、
保
証
債
務
を
履
行
す
る
た
め
の
資
産
の
譲
渡
 
 

が
あ
っ
た
時
点
で
求
償
不
能
は
必
ず
し
も
要
件
と
は
さ
れ
て
お
ら
ず
（
こ
の
点
に
関
し
て
は
後
記
六
で
改
め
て
検
討
す
る
。
）
、
当
該
履
行
 
 

に
伴
う
求
償
権
の
全
部
又
は
一
部
の
行
使
が
そ
の
譲
渡
の
後
に
お
い
て
「
不
能
と
な
っ
た
」
と
き
を
も
含
ん
で
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
、
 
固
 

那
爪
 
 

当
該
譲
渡
に
よ
る
金
銭
債
権
は
譲
渡
者
に
帰
属
す
る
こ
と
が
前
掟
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
そ
の
譲
渡
が
保
証
債
務
の
履
行
の
た
 
 

め
に
な
さ
れ
た
こ
と
、
②
そ
の
債
務
の
履
行
に
伴
う
凍
債
権
の
全
部
又
は
一
部
が
「
行
使
不
能
と
な
っ
た
」
こ
と
に
着
目
し
て
、
そ
の
求
 
 

償
権
行
使
不
能
の
事
実
を
代
金
債
権
の
貸
倒
れ
と
同
一
視
し
、
そ
の
行
使
不
能
金
額
を
所
得
の
計
算
上
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
も
の
と
 
 

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 
 
 



伺
 
こ
の
よ
う
に
旧
所
得
税
法
一
〇
粂
の
六
の
親
定
が
設
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
に
は
以
上
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
る
は
か
、
昭
和
三
六
 
 

年
一
二
月
に
行
わ
れ
た
税
制
調
査
会
答
申
が
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
答
申
で
は
、
損
失
の
う
ち
、
事
業
に
関
す
る
必
要
 
 

（
1
2
）
 
 

経
費
と
さ
れ
る
損
失
に
も
雑
損
控
除
の
対
象
と
な
る
損
失
に
も
該
当
し
な
い
損
失
・
で
、
通
常
生
じ
る
扱
失
と
し
て
①
資
産
の
譲
渡
代
金
の
 
 

貸
倒
れ
等
に
よ
る
損
失
及
び
②
保
証
債
務
を
履
行
す
る
た
め
に
資
産
を
譲
渡
し
、
そ
の
履
行
に
伴
っ
て
取
得
し
た
求
償
権
の
行
使
が
不
能
 
 

と
な
つ
た
場
合
の
損
失
を
抽
出
し
、
こ
れ
ら
の
損
失
に
関
す
る
所
得
税
法
上
の
取
扱
い
軋
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
後
、
②
の
場
合
に
つ
い
 
 

て
求
償
権
の
全
部
又
は
一
部
の
行
使
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
①
の
資
産
の
譲
渡
代
金
の
貸
倒
れ
等
に
よ
る
損
失
の
場
合
と
同
様
、
そ
 
 

の
求
償
権
に
基
づ
く
収
入
（
保
証
債
務
履
行
後
の
残
余
金
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
残
余
金
を
含
む
。
）
 
が
あ
っ
た
限
度
に
お
い
て
譲
渡
 
 

（
1
3
）
 
 

収
入
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
譲
渡
所
得
課
税
を
行
う
の
が
適
当
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
答
申
を
受
け
て
昭
和
三
七
年
の
 
 

税
制
改
正
で
こ
れ
に
関
す
る
競
走
の
整
備
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
と
お
り
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
規
定
は
、
保
証
債
務
の
履
行
の
た
め
に
資
産
を
譲
渡
し
て
求
償
権
行
使
不
能
と
な
っ
た
場
 
 

合
の
損
失
は
、
資
産
損
失
と
し
て
と
ら
え
て
課
税
上
考
慮
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
記
税
制
調
査
会
答
申
で
ほ
、
資
産
損
失
 
 

を
¢
所
得
の
稼
得
に
直
接
関
与
す
る
も
の
と
②
所
得
の
稼
得
に
直
接
関
与
し
な
い
も
の
と
の
二
つ
に
大
別
し
て
、
前
者
に
つ
い
て
は
そ
の
 
 

稼
得
す
る
所
得
の
計
算
上
必
要
経
費
と
し
て
控
除
す
べ
き
も
の
と
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
そ
の
損
失
が
予
期
さ
れ
な
い
異
常
な
も
の
で
あ
 
 

る
と
き
ほ
、
そ
の
資
産
の
所
有
者
の
担
税
力
を
減
殺
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ
を
調
整
す
る
た
め
、
そ
の
老
の
所
得
か
ら
特
別
控
除
 
 

（
1
4
）
 
 

す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
 
 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
親
定
は
、
保
証
債
務
の
履
行
の
た
め
に
資
産
を
譲
渡
し
て
求
償
権
 
 

行
使
不
能
と
な
っ
た
場
合
の
損
失
は
所
得
の
稼
得
に
直
接
関
与
し
な
い
損
失
で
は
あ
る
が
、
そ
の
損
失
が
予
期
さ
れ
な
い
異
常
な
も
の
 
 

三
三
七
 
 
 



三
三
八
 
 
 

で
、
そ
の
著
の
担
税
力
を
著
し
く
減
殺
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
着
目
し
て
、
担
税
力
の
調
整
項
目
と
し
て
そ
の
求
償
権
行
使
不
能
 
 

の
損
失
金
額
を
特
別
に
控
除
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

囲
 
こ
の
よ
う
な
趣
旨
で
設
け
ら
れ
た
こ
の
規
定
の
適
用
要
件
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
「
本
条
項
の
適
用
要
件
の
解
釈
・
適
用
に
当
っ
 
 

て
は
、
本
条
項
が
応
能
負
担
の
原
則
に
そ
の
拠
り
所
に
お
い
て
い
る
規
定
で
あ
る
だ
け
に
、
本
条
項
の
そ
の
よ
う
な
立
法
趣
旨
が
最
大
限
 
 

（
1
5
）
 
 

に
い
か
さ
れ
る
よ
う
な
解
釈
・
適
用
が
望
し
い
も
の
と
解
す
る
。
」
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
て
、
．
①
保
証
債
 
 

務
の
履
行
に
伴
う
求
償
権
の
行
使
不
能
に
よ
る
損
失
は
、
退
職
所
得
者
や
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
も
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
の
で
あ
 
 

る
か
ち
、
こ
れ
を
譲
渡
所
得
に
よ
っ
て
保
証
債
務
を
履
行
し
た
場
合
に
の
み
控
除
す
る
こ
と
は
担
税
力
の
調
整
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
も
 
 

バ
ラ
ン
ス
を
失
し
て
い
る
こ
と
及
び
②
私
財
墟
供
を
目
的
と
す
る
贈
与
的
な
債
務
の
保
証
に
つ
い
て
こ
れ
を
排
除
す
る
こ
と
が
困
難
で
課
 
 

税
．
の
公
平
の
見
地
か
ら
み
て
問
題
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
適
用
要
件
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
厳
格
に
解
釈
し
、
こ
の
制
度
か
ら
生
 
 

（
1
6
）
 
ず
る
課
税
の
不
公
平
の
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と
が
課
税
の
公
平
に
つ
な
が
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
 
 
 

租
税
法
の
解
釈
、
な
か
ん
ず
く
租
税
の
減
免
に
関
す
る
特
例
親
定
の
解
釈
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
特
例
規
定
が
原
則
的
規
定
で
あ
る
 
 

課
税
要
件
親
定
に
対
す
る
例
外
規
定
で
あ
っ
て
原
則
的
規
定
で
あ
る
課
概
要
件
規
定
が
実
現
維
持
し
ょ
う
と
す
る
租
税
負
担
の
公
平
等
の
 
 

理
念
に
対
し
七
何
ら
か
の
阻
害
的
な
影
響
を
及
ば
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
課
税
要
件
規
定
の
解
釈
に
要
請
さ
れ
て
い
る
以
上
 
 

（
1
7
）
 
 

の
厳
格
性
・
狭
義
性
が
要
求
さ
れ
、
み
だ
り
に
拡
張
解
釈
を
し
て
適
用
す
る
こ
と
ほ
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
は
あ
る
 
 

が
、
さ
り
と
て
、
殊
更
に
縮
少
解
釈
を
し
て
適
用
範
囲
を
狭
く
す
べ
き
合
理
的
理
由
も
存
し
な
い
の
で
ほ
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 

な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
規
定
が
な
さ
れ
た
の
は
、
退
職
所
得
者
や
給
与
所
得
者
が
そ
の
所
得
の
中
か
ら
保
証
債
務
を
履
行
し
て
求
 
 

償
不
能
と
な
っ
た
場
合
と
、
個
人
の
生
活
維
持
の
上
で
重
要
な
財
産
で
あ
る
家
産
や
土
地
な
ど
の
不
動
産
ま
で
を
も
処
分
し
て
保
証
債
務
 
 
 



の
履
行
に
当
て
求
償
不
能
と
な
っ
た
場
合
と
を
比
較
し
て
、
後
者
の
場
合
の
方
が
よ
り
そ
の
老
の
生
活
維
持
上
の
重
大
性
が
顕
著
で
為
る
 
 

ほ
か
、
一
般
に
予
測
不
可
能
性
や
異
常
性
も
著
し
く
、
担
税
力
の
減
殺
要
因
と
し
て
の
影
響
も
大
き
い
と
立
法
者
が
考
え
た
こ
と
に
よ
る
 
 

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
者
の
場
合
に
は
課
税
上
考
慮
を
す
る
の
が
課
税
の
公
平
を
維
持
す
 
 

る
所
以
で
あ
る
と
判
断
し
て
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
親
定
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
条
同
項
 
 

の
適
用
が
不
公
平
を
助
長
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
適
用
範
囲
を
縮
少
し
て
不
公
平
の
拡
大
の
防
止
を
図
る
べ
き
で
あ
る
、
と
ま
で
は
 
 

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
私
財
撞
供
を
目
的
と
す
る
贈
与
的
保
証
債
務
で
あ
る
か
否
か
ほ
事
実
認
定
の
問
題
 
 

と
し
て
多
く
は
片
付
け
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
仮
に
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
目
的
で
行
わ
れ
た
保
証
債
務
 
 

の
履
行
の
た
め
の
資
産
の
磯
波
に
つ
い
て
は
、
解
釈
上
そ
の
適
用
を
排
除
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
所
得
 
 

税
法
六
四
条
二
項
の
適
用
要
件
の
解
潮
に
つ
い
て
ほ
、
そ
の
文
理
に
即
し
て
厳
格
に
解
釈
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
れ
に
関
連
し
て
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
適
用
要
件
の
一
つ
で
あ
る
「
求
償
権
の
全
部
又
は
一
部
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
 
 

（
1
8
）
（
1
9
）
 
 

と
と
な
っ
た
と
き
」
の
解
釈
・
判
断
に
つ
い
て
は
、
客
観
的
事
実
の
み
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
説
（
以
下
「
客
観
説
」
と
い
う
。
）
、
と
客
 
 

観
的
事
実
の
は
か
に
求
償
権
老
及
び
主
た
る
債
務
者
の
主
観
的
事
情
を
も
考
慮
し
て
判
断
す
る
説
 
（
以
下
 
「
主
観
説
」
と
い
う
。
）
と
が
 
 

あ
る
。
 
 
 

本
件
訴
訟
に
お
い
て
も
こ
の
点
が
争
点
に
な
っ
て
い
る
が
」
 
こ
れ
に
関
し
て
は
、
過
去
に
い
く
つ
か
の
裁
判
例
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
 
 

中
心
に
次
に
検
討
す
る
。
 
 
 

何
 
党
ず
、
客
観
説
に
よ
り
判
示
し
た
と
認
め
ら
れ
る
裁
判
例
と
し
て
千
葉
地
裁
昭
和
四
五
年
九
月
二
五
日
判
決
（
昭
和
四
三
年
（
行
 
 

り
）
第
六
号
）
が
あ
る
。
同
判
決
で
は
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
求
償
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
と
は
、
 
 

三
三
九
 
 
 



三
四
〇
 
 
 

「
当
該
求
償
権
の
相
手
方
で
あ
る
主
た
る
債
務
者
に
つ
い
て
、
破
産
も
し
く
は
和
議
手
続
の
開
始
・
事
業
の
閉
鎖
、
債
務
超
過
の
状
態
が
 
 

相
当
期
間
継
続
し
、
事
業
再
起
の
見
通
し
が
な
い
こ
と
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
情
が
生
じ
、
求
償
権
の
行
使
、
す
な
わ
ち
債
権
の
 
 

回
収
の
見
込
み
の
な
い
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
場
合
を
い
う
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
主
た
る
債
務
者
は
「
債
務
超
過
の
状
態
 
 

が
相
当
期
間
継
続
し
て
い
て
、
早
急
に
事
業
の
回
復
を
遂
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
事
業
の
再
起
に
は
全
体
と
し
て
希
望
 
 

的
な
見
通
し
を
立
て
得
る
状
況
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
の
事
実
認
定
を
行
っ
た
う
え
で
、
「
し
て
み
る
と
、
原
告
の
本
件
求
償
 
 

権
ほ
バ
 
行
使
の
見
込
み
の
な
い
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
状
態
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。
 
 

そ
し
て
、
主
た
る
債
務
者
で
あ
る
原
告
が
経
営
す
る
同
族
会
社
に
対
し
て
求
償
権
を
行
使
す
れ
ば
、
同
社
の
経
営
は
破
綻
し
、
原
告
及
 
 

び
そ
の
家
族
は
生
活
の
基
盤
を
失
う
結
果
と
な
る
か
ら
、
本
件
求
償
権
の
行
使
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
と
の
原
告
の
主
張
に
対
し
て
、
 
 

裁
判
所
ほ
「
原
告
が
本
件
求
償
権
を
一
度
に
行
使
し
て
債
権
の
回
収
を
完
全
に
計
ろ
う
と
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
原
告
主
張
の
よ
う
な
結
果
 
 

を
招
来
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
債
権
の
回
収
は
、
債
務
者
の
営
業
実
績
と
支
払
能
力
に
応
じ
、
そ
の
再
起
を
阻
害
し
な
い
範
囲
と
方
法
 
 

に
よ
っ
て
も
な
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
合
理
的
経
済
人
ほ
特
別
の
事
情
の
存
し
な
い
限
り
、
一
般
的
に
そ
の
よ
う
な
手
段
を
採
る
 
 

も
の
で
あ
る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
告
に
ほ
そ
の
よ
う
な
手
段
に
よ
り
得
な
い
特
別
の
事
情
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
原
告
 
 

（
2
0
）
 
の
主
張
を
退
け
た
。
 
 
 

東
京
地
裁
昭
和
四
七
年
四
月
二
六
日
判
決
（
昭
和
四
四
年
（
行
り
）
第
一
九
〇
号
）
で
は
、
「
同
条
項
に
い
う
『
求
償
権
の
全
部
又
は
 
 

一
部
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
』
と
は
、
主
た
る
債
務
者
に
お
い
て
破
産
宣
告
・
和
議
等
の
手
続
開
始
を
受
 
 

け
、
あ
る
い
は
、
失
踪
、
事
業
の
閉
鎖
、
刑
の
執
行
等
に
よ
り
、
債
務
超
過
の
状
態
が
相
当
期
間
継
続
し
、
衰
微
し
た
事
業
を
再
興
す
る
 
 

公
算
が
た
た
な
い
等
の
事
情
が
生
じ
、
求
償
権
の
全
部
又
は
一
部
の
回
収
の
見
込
み
の
な
い
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
場
合
を
さ
す
も
の
と
 
 
 



解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
、
主
た
る
債
務
者
の
債
務
超
過
の
状
態
が
相
当
期
間
継
続
し
て
、
事
業
再
建
の
公
算
が
た
た
ず
、
み
る
 
 

べ
き
資
産
も
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
事
実
認
定
の
下
に
、
求
償
権
の
行
使
が
で
き
な
い
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
し
て
原
告
の
請
求
 
 

を
認
め
た
。
 
 
 

以
上
の
ほ
か
、
同
趣
旨
の
判
決
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
J
 
 

（
2
1
）
 
 
イ
 
東
京
地
裁
昭
和
五
二
年
二
月
二
八
日
判
決
（
昭
和
四
五
年
（
行
り
）
第
一
二
号
）
 
 
 

所
得
税
法
六
四
条
二
項
に
い
う
「
求
償
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
」
と
は
、
当
該
求
償
権
の
相
手
方
で
 
 
 

あ
る
主
た
る
債
務
者
に
つ
い
て
、
破
産
も
し
く
は
和
議
手
続
の
開
始
、
事
業
の
閉
鎖
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
債
務
超
過
の
状
 
 
 

態
が
相
当
期
間
継
続
し
、
金
融
機
関
並
び
に
大
口
債
権
者
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
た
め
事
業
再
建
の
見
通
し
が
な
い
こ
と
、
そ
の
他
こ
 
 
 

れ
に
準
ず
る
事
情
の
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
求
償
権
を
行
使
し
て
も
そ
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
な
い
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
場
合
を
い
 
 
 

い
、
主
た
る
債
務
者
の
資
産
状
況
、
経
営
状
態
等
総
合
的
見
地
か
ら
こ
れ
を
判
断
す
べ
き
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
 
 

（
2
2
）
 
 

ロ
 
仙
台
地
裁
昭
和
五
五
年
九
月
三
日
判
決
（
昭
和
五
三
年
（
行
り
）
第
二
号
）
 
 
 

求
償
債
権
の
相
手
方
た
る
債
務
者
に
つ
い
て
、
破
産
宣
告
、
和
議
開
始
決
定
を
う
け
る
か
又
は
失
踪
、
事
業
閉
鎖
等
の
事
実
が
発
生
 
 
 

す
る
と
か
あ
る
い
は
債
務
超
過
の
状
態
が
相
当
期
間
継
続
し
金
融
機
関
や
大
口
債
権
者
の
協
力
を
得
ら
れ
な
い
た
め
事
業
運
営
が
衰
微
 
 
 

し
再
興
の
見
込
も
な
い
こ
と
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
情
が
あ
る
た
め
求
償
権
を
行
使
し
て
も
そ
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
な
い
こ
と
 
 
 

が
確
実
に
な
っ
た
場
合
を
指
す
も
の
と
解
す
べ
く
、
こ
れ
は
相
手
方
債
務
者
の
資
産
や
営
業
の
状
況
、
他
の
債
権
者
に
対
す
る
弁
済
の
 
 
 

程
度
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
客
観
的
に
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
求
償
権
を
行
使
す
れ
ば
支
払
を
受
け
ら
れ
る
の
に
 
 
 

行
使
せ
ず
に
求
償
権
を
放
棄
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
求
償
権
を
行
使
で
き
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
こ
れ
は
所
得
税
法
六
四
条
二
項
に
該
 
 

三
四
一
 
 
 



三
四
二
 
 

当
し
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
 
 

（
2
3
）
 
 
 

ハ
 
神
戸
地
裁
昭
和
五
八
年
一
〇
月
三
日
判
決
（
昭
和
五
六
年
（
行
り
）
第
一
〇
号
）
 
 
 

求
償
権
の
相
手
方
で
あ
る
主
た
る
債
務
者
に
つ
い
て
、
破
産
宣
告
、
和
議
開
始
決
定
文
は
事
業
の
閉
鎖
が
な
さ
れ
た
か
、
こ
の
よ
う
 
 

な
事
態
に
ま
で
は
至
ら
な
い
と
し
て
も
、
債
務
超
過
の
状
態
が
相
当
期
間
継
続
し
、
金
融
機
関
及
び
大
口
債
権
者
の
協
力
が
得
ら
れ
な
 
 

い
た
め
事
業
再
建
の
見
込
み
が
な
い
こ
と
、
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
求
償
権
を
行
使
し
て
も
回
収
の
見
込
の
な
 
 

い
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
場
合
を
い
う
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
 
 

（
2
4
）
 
ニ
神
戸
地
裁
昭
和
六
〇
年
九
月
三
〇
日
判
決
（
昭
和
五
七
年
（
行
り
）
第
二
六
号
）
 
 
 

求
償
権
の
相
手
方
で
あ
る
主
た
る
債
務
者
に
つ
い
て
、
破
産
宣
告
、
和
議
開
始
決
定
、
失
踪
又
は
事
業
の
閉
鎖
が
さ
れ
た
か
、
こ
の
 
 

よ
う
な
事
態
に
ま
で
は
至
ら
な
い
と
し
て
も
、
債
務
超
過
の
状
態
が
相
当
期
間
継
続
し
、
金
融
機
関
及
び
大
口
債
権
者
の
協
力
が
え
ら
 
 

れ
な
い
た
め
事
業
再
建
の
見
込
み
が
な
い
こ
と
、
そ
の
轡
」
れ
に
準
ず
る
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
求
償
権
の
行
使
自
体
が
で
き
な
い
こ
 
 

と
、
女
は
、
求
償
権
を
行
使
し
て
も
回
収
の
見
込
み
の
な
い
こ
と
が
客
観
的
に
確
実
と
な
っ
た
場
合
を
い
う
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
 
 

で
あ
る
。
 
 

（
2
5
）
 
 
ホ
 
京
都
地
裁
昭
和
六
〇
年
七
月
一
〇
日
判
決
（
昭
和
五
六
・
五
七
年
（
行
り
）
第
二
〇
二
〓
号
）
 
 
 

主
債
務
者
が
、
破
産
宣
告
を
受
け
た
り
、
和
議
手
続
の
開
始
を
受
け
た
り
し
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
金
融
機
関
や
大
口
債
権
者
の
非
 
 

協
力
に
よ
り
事
業
再
建
の
見
通
が
つ
か
ず
、
債
務
超
過
の
状
態
が
相
当
期
間
継
続
し
、
衰
微
し
た
事
業
を
再
興
さ
せ
る
公
算
が
立
た
な
 
 

い
こ
と
、
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
事
情
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
求
償
権
を
行
使
し
て
も
そ
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
な
い
こ
と
が
客
観
的
 
 

に
判
断
し
て
確
実
に
な
っ
た
場
合
を
指
称
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
 
 
 



以
上
に
掲
げ
た
判
決
の
要
旨
は
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
に
い
う
「
求
償
権
の
全
部
又
ほ
一
部
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
 
 
 

と
な
っ
た
と
き
」
に
該
当
す
る
か
否
か
ほ
、
い
ず
れ
も
求
償
権
老
の
主
観
的
な
意
図
と
ほ
無
関
係
に
、
客
観
的
な
事
実
を
基
礎
と
し
て
 
 
 

主
た
る
債
務
者
の
資
力
を
判
定
し
、
そ
の
資
力
の
有
顛
に
よ
っ
て
こ
れ
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
求
償
の
相
手
方
で
あ
る
主
た
 
 
 

る
債
務
者
の
事
業
の
再
建
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
ほ
、
、
一
度
に
全
部
の
求
償
権
の
行
使
は
で
き
な
い
と
し
て
も
徐
々
に
求
償
権
の
行
 
 
 

使
は
可
能
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
に
は
、
求
償
権
行
使
不
能
の
場
合
に
は
当
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

何
 
次
に
、
主
観
説
に
は
っ
た
之
思
わ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
福
岡
高
裁
昭
和
四
八
年
一
月
二
五
日
判
決
（
昭
和
四
六
年
（
行
コ
）
第
 
 

（
鋸
）
 
 

一
一
号
）
が
あ
る
。
こ
の
訴
訟
に
お
け
る
事
実
に
よ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
福
祉
法
人
が
、
そ
の
営
む
養
護
施
 
 

設
の
園
舎
を
建
て
替
え
る
こ
と
と
し
、
同
法
人
は
そ
の
新
築
資
金
の
一
部
に
一
般
か
ら
募
集
す
る
寄
付
金
を
当
て
る
こ
と
を
計
画
し
て
工
 
 

事
業
者
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
同
法
人
の
理
事
長
は
、
工
事
業
者
に
対
⊥
て
前
記
の
資
金
計
画
を
示
す
と
 
 

と
も
に
、
寄
付
金
の
募
集
が
予
定
額
に
達
せ
ず
資
金
に
不
足
を
生
ず
る
場
合
に
ほ
、
同
理
事
長
個
人
に
お
い
て
そ
の
工
事
代
金
債
務
を
保
 
 

証
し
、
同
人
が
自
己
の
所
有
財
産
を
処
分
し
て
で
も
責
任
を
も
っ
て
こ
れ
を
完
済
す
る
旨
約
し
た
の
で
、
同
業
者
も
、
同
法
人
に
は
何
 
 

ら
資
産
が
な
く
、
ま
た
寄
付
金
の
収
入
額
も
不
確
定
で
ほ
あ
っ
た
が
、
理
事
長
個
人
を
信
用
し
て
そ
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
に
至
っ
 
 

た
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
募
集
し
た
寄
付
金
が
目
標
額
に
達
せ
ず
、
同
法
人
が
資
金
難
に
陥
っ
て
工
事
代
金
の
支
払
い
が
で
き
な
い
状
態
と
な
り
、
 
 

理
事
長
が
保
証
債
務
の
履
行
を
求
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
理
事
長
は
個
人
財
産
を
処
分
し
て
そ
の
保
証
債
務
を
履
行
し
た
の
で
あ
 
 

る
が
、
そ
の
保
証
債
務
を
履
行
す
る
た
め
の
資
産
の
譲
渡
に
係
る
譲
渡
所
得
課
税
に
関
し
て
、
こ
れ
が
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
裁
定
に
 
 

該
当
す
る
か
否
か
が
争
い
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

l
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四
三
 
 
 



三
四
四
 
 

一
審
判
決
で
は
、
理
事
長
は
保
証
債
務
を
履
行
し
た
の
で
は
な
く
、
資
産
を
譲
渡
し
て
そ
の
譲
渡
代
金
を
社
会
福
祉
法
人
に
贈
与
し
た
 
 

に
す
ぎ
な
い
と
の
事
実
認
定
が
な
さ
れ
、
原
告
が
敗
訴
し
た
。
 
 
 

し
か
し
、
控
訴
審
に
お
い
て
は
、
福
岡
高
裁
は
理
事
長
が
行
っ
た
資
産
の
譲
渡
は
條
証
債
務
を
履
行
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
事
 
 

実
認
定
を
行
っ
た
う
え
で
、
更
に
次
の
と
お
り
判
示
し
た
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
「
社
会
福
祉
法
人
H
会
の
経
営
は
主
と
し
て
児
童
の
委
託
費
、
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
補
助
金
、
共
同
募
金
か
 
 

ら
の
配
分
そ
の
他
寄
付
金
等
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
収
入
を
も
っ
て
H
会
の
施
設
費
、
事
務
費
、
事
業
費
を
支
出
す
れ
ば
余
剰
 
 

金
を
生
ず
る
余
裕
は
な
く
、
そ
の
ほ
か
に
収
益
を
目
的
と
す
る
事
業
を
営
む
も
の
で
は
な
い
た
め
特
別
の
収
入
は
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
 
 

て
控
訴
人
が
H
会
に
対
し
前
記
保
証
債
務
の
履
行
に
よ
る
求
償
権
を
行
使
し
よ
う
と
し
て
も
前
記
歳
入
金
か
ら
分
割
弁
済
を
受
け
る
こ
と
 
 

は
事
実
上
不
可
能
で
あ
り
、
一
時
に
求
償
を
受
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
H
会
の
園
舎
た
る
建
物
を
処
分
す
る
以
外
に
方
法
は
な
い
が
、
国
ま
 
 

た
は
地
方
公
共
団
体
の
補
助
事
業
と
し
て
建
築
さ
れ
た
右
園
舎
を
処
分
す
る
場
合
に
は
、
厚
生
大
臣
の
承
認
を
必
要
と
し
、
そ
の
承
認
を
 
 

得
る
こ
と
は
殆
ど
期
待
し
難
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
仮
に
そ
の
承
認
を
得
た
と
し
て
も
、
右
園
舎
を
処
分
す
れ
ば
児
童
 
 

の
収
容
は
不
可
能
と
な
り
、
ひ
い
て
は
H
会
の
社
会
福
祉
事
業
の
遂
行
を
不
能
な
ら
し
め
、
同
会
は
解
散
の
や
む
な
き
に
至
る
こ
と
は
明
 
 

白
で
あ
る
と
い
う
べ
く
、
か
か
る
結
果
を
招
来
す
る
こ
と
は
、
社
会
福
祉
事
業
の
社
会
公
共
に
対
す
る
責
任
の
見
地
か
ら
も
極
め
て
遺
憾
 
 

な
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
H
会
の
理
事
長
た
る
地
位
に
あ
る
控
訴
人
と
し
て
も
全
く
堪
え
難
い
事
態
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
認
し
う
る
と
 
 

こ
ろ
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
事
実
に
よ
れ
ば
、
控
訴
人
の
右
求
償
権
の
行
使
は
事
実
上
不
能
に
帰
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
所
得
税
法
六
四
条
二
 
 

項
に
い
う
求
償
権
の
行
使
不
能
と
は
、
法
律
上
求
償
権
が
消
滅
し
た
場
合
を
指
す
の
み
な
ら
ず
、
法
律
上
は
求
償
権
が
存
在
す
る
が
そ
の
 
 
 



行
使
が
事
実
上
不
能
に
帰
し
た
場
合
を
も
含
む
も
の
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
本
件
に
お
い
て
は
控
訴
人
は
右
要
件
を
も
充
足
し
て
い
る
も
の
 
 

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
旨
判
示
し
て
原
判
決
を
取
り
消
し
、
控
訴
人
（
原
告
）
の
請
求
を
認
め
た
。
 
 

こ
の
判
決
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
お
い
て
述
べ
た
い
く
つ
か
の
裁
判
例
の
判
旨
と
は
若
干
趣
を
異
に
し
、
表
債
権
者
の
主
観
的
な
 
 

意
図
及
び
判
断
を
も
相
当
程
度
考
慮
し
て
求
償
権
の
行
使
が
不
能
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
示
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
判
決
の
説
示
の
う
ち
、
最
後
の
部
分
の
「
所
得
税
堅
ハ
四
条
二
項
に
い
う
求
償
権
の
行
使
不
能
と
は
、
法
律
上
求
償
権
が
消
滅
し
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

た
場
合
を
指
す
の
み
な
ら
ず
、
法
律
上
は
求
償
権
が
存
在
す
る
が
そ
の
行
使
が
事
実
↓
不
能
に
帰
し
た
場
合
を
も
含
む
も
の
と
解
さ
れ
 
 

る
」
と
い
う
論
旨
に
つ
い
て
ほ
、
何
等
異
論
は
な
い
が
、
求
償
権
の
行
使
が
「
事
実
上
不
能
に
帰
し
た
」
か
否
か
を
判
断
す
る
場
合
に
、
 
 

何
故
社
会
福
祉
法
人
の
公
共
性
あ
る
い
は
求
償
権
者
の
心
情
や
意
図
が
問
題
に
な
る
の
か
は
理
解
し
難
い
。
求
償
の
相
手
方
が
公
共
性
の
 
 

強
い
社
会
福
祉
法
人
で
あ
る
が
故
に
同
法
人
の
財
産
を
処
分
さ
せ
て
ま
で
求
償
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
同
法
人
の
理
事
長
で
あ
る
求
償
権
 
 

老
と
し
て
の
立
場
か
ら
は
耐
え
難
い
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
仮
に
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
事
情
ほ
同
法
人
の
債
務
に
つ
い
て
保
証
 
 

契
約
を
締
結
し
た
時
点
に
お
い
て
既
に
明
ら
か
で
莞
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
同
理
事
長
は
、
主
債
務
着
で
あ
る
同
法
人
の
債
務
不
履
行
 
 

に
よ
っ
て
保
証
債
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
に
立
ち
至
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
履
行
に
伴
う
求
償
権
の
行
使
は
事
実
上
な
し
 
 

得
な
い
こ
と
は
保
証
契
約
締
結
時
に
お
い
て
十
分
予
測
を
な
し
得
た
し
、
現
に
予
知
を
し
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
 
 

る
。
い
わ
ん
や
、
収
入
の
不
確
実
な
寄
付
金
を
目
当
に
し
て
工
事
を
発
注
し
、
そ
の
募
金
が
目
標
額
に
達
せ
ず
工
事
代
金
に
不
足
が
生
じ
 
 

た
場
合
に
は
、
そ
の
不
足
額
は
同
理
事
長
個
人
が
負
担
す
る
こ
と
を
エ
事
請
負
業
者
に
約
し
、
そ
の
う
え
で
そ
の
工
事
代
金
債
務
に
つ
い
 
 

て
保
証
を
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
情
の
↑
で
行
わ
れ
る
債
務
の
保
証
は
、
主
た
る
債
務
者
に
対
し
て
利
益
を
 
 

付
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
い
わ
ゆ
る
贈
与
的
保
証
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 三

四
五
 
 
 



三
四
六
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
贈
与
的
保
証
債
務
を
履
行
す
る
た
め
に
資
産
を
譲
渡
し
て
求
償
不
能
に
よ
る
損
失
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
 
 

そ
の
旗
失
は
い
わ
ゆ
る
所
得
の
処
分
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
担
税
力
の
減
殺
要
因
と
t
て
の
重
大
性
、
予
測
不
可
能
 
 

性
（
突
発
性
）
、
異
常
性
の
各
要
素
を
欠
き
、
課
税
上
考
慮
す
べ
き
性
質
を
有
す
る
損
失
に
は
該
当
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
 
 

し
て
、
こ
の
よ
う
な
損
失
を
仮
に
課
税
上
考
慮
す
る
こ
と
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る
個
人
財
産
の
無
償
捷
供
 
 

を
奨
励
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
の
意
味
し
か
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 

も
と
ょ
り
、
社
会
福
祉
事
業
は
公
共
性
が
高
†
公
益
的
見
地
か
ら
国
民
一
般
に
と
っ
て
こ
の
よ
う
な
福
祉
事
業
の
維
持
及
び
増
進
が
 
 

望
ま
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
個
人
が
私
財
を
埴
供
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
こ
と
に
も
何
等
異
論
を
差
 
 

し
は
さ
む
つ
も
り
ほ
な
い
。
し
か
t
な
が
ら
、
実
定
法
上
明
確
な
規
定
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
福
祉
事
業
に
対
す
る
私
財
提
供
 
 

を
眉
的
と
す
る
贈
与
的
保
証
債
務
の
履
行
の
た
め
の
資
産
の
譲
渡
に
係
る
所
得
課
税
に
つ
い
て
、
営
利
法
人
に
対
す
る
贈
与
的
保
証
債
務
 
 

の
履
行
の
た
め
の
資
産
の
譲
渡
に
係
る
所
得
課
税
よ
り
も
有
利
に
取
り
扱
う
場
合
に
は
、
そ
の
解
釈
・
適
用
に
厳
格
性
が
要
求
さ
れ
る
租
 
 

税
法
の
特
例
親
定
の
解
釈
に
つ
い
て
、
社
会
政
策
な
い
し
は
立
法
政
策
を
持
ち
込
ん
で
そ
の
適
用
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
、
相
当
 
 

と
は
い
え
な
い
。
 
 

三
 
言
、
租
税
特
別
措
置
法
四
〇
条
で
は
、
個
人
が
社
会
福
祉
法
人
等
公
益
を
目
的
と
す
る
事
業
を
営
む
法
人
に
譲
渡
所
得
の
基
因
 
 

（
2
7
）
 
と
な
る
資
産
を
贈
与
又
は
遺
贈
（
以
下
「
贈
与
等
」
と
い
う
。
）
し
た
場
合
の
譲
渡
所
得
課
税
に
つ
い
て
、
そ
の
贈
与
等
を
さ
れ
た
財
産
 
 

が
同
法
人
の
公
益
事
業
の
用
に
直
接
供
さ
れ
る
こ
と
な
ど
厳
格
な
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
国
税
庁
長
官
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
限
 
 

っ
七
、
そ
の
資
産
の
譲
渡
所
得
を
非
課
税
と
す
る
旨
の
埜
疋
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
 
 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
記
判
決
の
よ
う
に
、
実
質
的
に
は
贈
与
を
す
る
意
図
で
な
さ
れ
た
保
証
債
務
の
履
行
の
た
め
の
資
産
の
譲
 
 
 



渡
を
、
そ
れ
が
社
会
福
祉
事
業
を
営
む
法
人
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
み
の
理
由
に
よ
っ
て
、
「
事
実
上
求
償
権
の
行
使
 
 

を
な
し
得
な
い
」
も
の
と
し
て
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
租
税
特
別
措
置
法
四
〇
条
に
規
定
す
る
要
件
 
 

に
該
当
し
な
い
よ
う
な
財
産
の
実
質
的
贈
与
に
係
る
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
ま
で
非
課
税
放
い
と
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
問
題
が
生
ず
 
 

る
。
 
 
 

こ
の
こ
と
は
、
同
条
が
厳
格
な
要
件
の
下
に
公
益
の
増
進
に
著
し
く
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
法
人
に
対
す
る
財
産
の
贈
与
等
に
係
る
 
 

（
祁
）
 
 

譲
渡
所
得
だ
け
を
非
課
税
と
し
よ
う
と
し
て
い
る
法
の
趣
旨
を
没
却
し
、
租
税
法
律
主
義
の
見
地
か
ら
も
相
当
と
は
い
え
な
い
と
い
う
こ
 
 

と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 

以
上
に
お
い
て
検
討
し
た
と
お
り
、
前
記
福
岡
高
裁
の
判
音
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
相
当
と
す
る
理
由
は
見
当
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
所
 
 

得
税
法
六
四
条
l
一
項
に
い
う
「
求
償
権
を
行
使
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
」
の
解
釈
に
当
っ
て
、
求
償
権
老
の
意
図
又
は
心
情
な
ど
の
主
 
 

観
的
要
素
を
基
礎
と
す
る
こ
と
に
は
合
理
性
が
存
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

本
件
訴
訟
に
お
け
る
Ⅹ
の
控
訴
審
に
お
け
る
主
張
及
び
上
告
理
由
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
求
償
権
行
使
不
能
の
状
態
忙
あ
る
か
否
か
は
、
 
 

求
償
権
者
の
主
観
的
な
事
情
を
も
考
慮
に
入
れ
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
主
張
は
退
け
ら
れ
、
控
 
 

訴
審
に
お
い
て
は
客
観
的
な
事
実
に
基
づ
い
て
判
示
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
判
旨
相
当
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 

三
 
求
償
不
能
と
求
償
権
放
棄
 
 
 

じ
 
本
件
訴
訟
に
お
け
る
Ⅹ
は
、
主
た
る
債
務
者
で
あ
る
A
社
に
対
す
る
求
償
権
を
放
棄
し
て
お
り
、
そ
の
放
棄
に
よ
っ
て
Ⅹ
は
A
社
 
 

に
対
し
て
法
的
に
は
求
償
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
に
親
定
す
る
「
求
償
権
の
全
部
又
は
一
部
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
」
と
い
う
 
 

三
四
七
 
 
 



三
四
八
 
 
 

の
は
、
そ
の
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
理
由
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
結
果
と
し
て
そ
の
行
使
が
不
能
と
な
れ
ば
、
こ
れ
に
該
当
 
 

す
る
の
か
ど
う
か
の
問
題
が
あ
る
。
 
 
 

こ
の
間
題
に
関
し
て
は
、
保
証
人
の
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
が
放
棄
に
よ
り
消
滅
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
所
得
税
法
 
 

六
四
条
二
項
の
「
求
償
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
」
の
要
件
事
実
を
充
足
す
る
も
の
で
は
な
く
、
当
該
要
件
 
 

を
充
足
す
る
た
め
に
は
、
主
た
る
債
務
者
の
支
払
能
力
等
か
ら
み
て
、
支
払
不
能
の
状
態
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
碇
と
し
て
、
求
償
権
の
 
 

放
棄
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
過
去
の
裁
判
例
（
前
記
東
京
地
裁
昭
和
五
二
年
八
月
二
八
日
 
 

判
決
・
神
戸
地
裁
昭
和
五
八
年
一
〇
月
三
日
判
決
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
求
償
権
の
放
棄
が
、
債
権
回
収
不
能
の
状
態
が
客
観
的
に
存
す
 
 

る
事
情
の
下
に
他
律
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

伺
 
右
の
裁
判
例
の
考
え
方
の
根
拠
と
し
て
は
、
求
償
権
者
が
求
償
権
の
行
使
が
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
行
使
せ
ず
 
 

（
2
9
）
 
 

放
棄
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
直
さ
ず
求
償
の
相
手
方
に
対
し
て
債
務
免
除
に
よ
る
利
益
を
供
与
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ほ
経
済
 
 

的
実
質
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る
私
財
提
供
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
 
 

う
な
事
情
の
下
に
お
け
る
求
償
権
の
放
棄
ほ
、
い
わ
ば
所
得
の
処
分
に
す
ぎ
ず
、
担
税
力
の
減
殺
要
因
と
し
て
考
慮
す
べ
き
損
失
の
性
質
 
 

を
有
す
る
も
の
で
ほ
な
い
と
い
う
判
断
が
働
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
求
償
権
の
放
棄
が
な
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
放
棄
が
主
た
る
債
務
者
の
支
払
不
能
の
状
態
 
 

の
存
す
る
こ
と
が
客
観
的
な
事
実
か
ら
確
実
で
あ
る
こ
と
を
前
墟
と
し
て
他
律
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
所
得
税
法
 
 

（
3
0
）
 
 

六
四
条
二
項
の
適
用
要
件
と
な
る
、
と
い
う
前
記
裁
判
例
の
考
え
方
に
は
十
分
に
合
理
性
が
あ
り
、
首
肯
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
 
 

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 
 
 



本
件
訴
訟
に
お
け
る
控
訴
審
に
お
い
て
も
、
同
じ
考
え
方
に
基
づ
い
て
判
決
が
な
さ
れ
て
お
り
、
判
旨
相
当
と
い
え
よ
う
。
 
 

四
 
事
業
再
建
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
の
求
償
権
放
棄
 
 
 

じ
 
次
に
、
求
償
権
を
放
棄
す
る
前
掟
と
し
て
の
「
主
た
る
債
務
者
の
支
払
不
能
の
状
態
が
客
観
的
に
確
実
で
あ
っ
た
」
か
ど
う
か
の
 
 

事
実
の
認
定
に
関
し
て
、
主
た
る
債
務
者
の
事
業
の
再
建
の
可
能
性
が
そ
の
メ
ん
ク
マ
ー
ル
と
な
る
か
ど
う
か
の
問
題
が
あ
る
。
 
 
 

主
た
る
債
務
者
の
財
産
状
態
が
、
、
債
務
超
過
の
状
窟
に
あ
る
と
し
て
も
、
現
に
そ
の
者
の
事
業
が
継
続
し
て
い
て
そ
の
再
建
の
可
能
性
 
 

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
求
償
権
を
一
度
に
行
使
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
で
、
そ
¢
債
務
者
の
資
力
の
回
復
を
待
 
 

ち
、
そ
の
支
払
能
力
に
応
じ
、
ン
か
つ
、
事
業
の
再
建
を
阻
害
し
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
徐
々
に
求
償
権
の
回
収
を
因
っ
て
行
く
と
い
う
の
 
が
合
理
的
経
済
人
が
通
常
一
般
に
採
る
方
法
で
あ
る
 
（
前
記
千
葉
地
裁
昭
和
四
五
年
九
 

月
二
五
日
判
決
）
、
と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
な
ら
 
 

ば
、
主
た
る
債
務
者
が
支
払
不
能
の
状
態
に
あ
る
か
否
の
判
定
を
、
l
虔
に
求
償
債
権
を
回
収
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
こ
と
を
前
掟
と
 
 

し
て
す
る
こ
と
は
相
当
と
は
い
え
な
い
。
つ
ま
サ
、
「
金
の
如
を
生
む
鶏
を
殺
す
愚
を
犯
す
」
よ
う
な
経
済
的
合
理
性
に
反
す
る
行
為
を
 
 

前
提
と
し
て
求
償
不
能
の
状
態
に
あ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
く
、
や
は
り
債
務
者
の
一
時
的
な
財
産
状
態
の
み
な
ら
 
 

ず
、
将
来
に
お
け
る
債
権
回
収
の
可
能
性
を
も
当
然
に
支
払
能
力
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
な
前
提
に
立
つ
と
、
事
業
の
再
建
が
可
能
と
見
込
ま
れ
て
い
た
も
の
が
、
そ
の
後
予
測
に
反
し
て
そ
の
再
建
が
失
敗
に
帰
 
 

し
て
求
償
の
相
手
方
の
支
払
不
能
の
状
態
が
確
実
と
な
り
、
結
果
と
し
て
ほ
求
償
債
権
の
回
収
が
不
能
に
帰
し
・
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
場
合
 
 

に
は
、
救
済
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。
し
か
し
、
所
得
税
法
で
ほ
、
事
優
に
お
い
て
求
償
権
の
全
 
 

部
又
は
一
部
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
不
能
に
帰
し
た
時
点
で
更
正
の
請
求
を
求
め
る
こ
と
が
で
 
 

（
3
1
）
 
 

き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
所
得
税
法
で
は
、
事
後
に
求
償
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て
の
救
済
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
 
 

三
四
九
 
 
 



三
五
〇
 
 
 

る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
、
事
業
再
建
の
可
能
性
を
主
た
る
債
務
者
の
支
払
能
力
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
る
こ
と
に
は
何
等
の
不
合
理
も
生
じ
 
 

な
い
。
 

し
た
が
っ
て
、
事
業
の
再
建
が
見
込
ま
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
時
的
な
債
務
超
過
を
理
由
と
し
て
求
償
権
の
放
棄
ま
で
行
っ
て
、
 
 

あ
え
て
最
終
的
な
決
着
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
何
ら
存
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
事
情
の
下
に
お
け
る
求
償
権
 
 

の
放
棄
は
、
事
業
の
再
建
を
よ
り
円
滑
に
、
か
つ
有
利
に
行
う
た
め
で
あ
る
と
か
、
他
の
債
権
者
に
対
す
る
恩
惑
の
た
め
で
あ
る
と
か
、
 
 

専
ら
主
た
る
債
務
者
に
対
し
て
利
益
を
付
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
意
図
的
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
他
律
的
な
要
因
に
基
づ
く
 
 

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
こ
と
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
事
業
の
再
建
の
可
能
性
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
事
情
の
下
に
お
け
る
求
償
権
の
放
棄
は
、
主
た
る
債
務
 
 

者
に
対
す
る
利
益
の
供
与
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
適
用
要
件
を
欠
く
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

に
関
す
る
「
主
た
る
債
務
者
A
社
に
右
事
業
再
建
の
見
通
し
が
な
い
こ
と
等
の
事
情
が
な
け
れ
ば
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
適
用
は
な
 
 

い
」
～
旨
の
睦
訴
琴
の
判
示
は
、
ノ
首
肯
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

何
 
と
こ
ろ
で
、
衰
件
訴
訟
に
お
け
る
A
社
は
、
Ⅹ
の
保
証
債
務
の
履
行
に
先
立
つ
昭
和
五
二
年
三
月
に
和
議
開
始
の
申
し
立
て
を
行
 
 

い
」
ゝ
同
年
六
月
一
七
計
に
Ⅹ
が
本
件
不
動
産
を
売
却
し
て
本
件
保
証
債
務
を
履
行
し
、
そ
し
て
そ
の
翌
年
の
昭
和
五
三
年
一
月
二
四
日
に
 
 

前
記
申
立
て
に
関
す
る
和
議
認
可
決
定
が
な
さ
れ
、
Ⅹ
は
そ
の
決
定
後
の
同
年
三
月
一
三
日
に
本
件
求
償
権
を
放
棄
す
る
旨
を
A
社
に
通
 
 

知
し
て
い
る
。
 

一
般
に
和
議
と
は
、
債
務
者
に
破
産
原
因
が
生
じ
、
ま
さ
に
破
産
宣
告
を
受
く
べ
き
状
態
に
陥
っ
た
場
合
に
、
裁
判
所
等
の
公
的
機
関
 
 

の
補
助
・
監
督
の
下
に
、
債
務
者
は
破
産
宣
告
を
免
れ
る
と
同
時
に
、
債
権
者
も
破
産
に
比
べ
て
有
利
な
弁
済
を
受
け
る
こ
と
を
目
的
と
 
 
 



（
3
2
）
 
 

し
て
締
結
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
二
種
の
合
意
な
い
し
契
約
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
和
議
が
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
直
さ
ず
、
∧
A
社
の
事
業
再
建
の
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
の
左
証
に
ほ
か
な
 
 

ら
ず
、
Ⅹ
服
求
償
権
を
放
棄
す
る
時
点
に
お
い
て
、
同
社
の
再
建
が
可
能
で
あ
り
、
長
期
的
に
考
え
れ
ば
徐
々
に
求
償
債
権
の
回
収
が
可
 
 

能
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
予
測
し
得
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

と
の
点
に
つ
い
て
Ⅹ
は
、
求
償
の
相
手
方
で
あ
る
A
社
の
財
産
状
態
が
悪
く
、
殊
に
同
社
の
「
安
全
性
等
比
率
」
が
低
い
た
め
求
償
権
 
 

の
行
使
は
不
可
能
で
あ
る
旨
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
A
社
の
一
時
的
な
財
産
状
態
の
み
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
 
 

ぅ
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
債
権
が
回
収
不
能
の
状
態
に
あ
る
か
ど
う
か
は
、
単
に
債
務
者
の
一
時
的
な
財
産
状
態
の
み
な
ら
ず
、
事
 
 

業
の
再
建
に
よ
る
将
来
の
資
力
回
復
の
可
能
性
も
含
め
て
こ
れ
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
ほ
、
こ
れ
ま
で
に
お
い
て
既
に
述
べ
た
と
お
 
 

り
で
あ
る
か
ら
、
Ⅹ
の
主
張
に
は
理
由
は
存
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 

…
そ
れ
で
は
、
主
た
る
債
務
者
の
事
業
の
再
建
の
可
能
性
、
つ
ま
り
将
来
に
お
け
る
債
務
者
の
資
力
の
回
復
の
可
能
性
を
予
測
す
る
 
 

場
合
に
、
求
償
厨
権
の
額
を
含
め
て
考
え
る
べ
き
か
、
除
外
し
て
考
え
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
次
に
問
題
と
な
る
。
 
 
 

本
件
訴
訟
に
お
い
て
控
訴
審
が
認
定
し
た
事
実
に
よ
れ
ば
、
①
A
社
の
和
議
債
権
額
一
二
五
、
五
九
三
、
五
五
二
円
の
う
ち
、
届
出
債
 
 

権
額
は
八
七
、
四
五
九
、
七
四
六
円
、
無
届
債
権
額
は
三
八
、
二
〇
一
、
八
八
八
円
で
、
そ
の
無
届
債
権
額
の
ほ
と
ん
ど
が
Ⅹ
ら
の
本
件
 
 

求
償
権
で
あ
る
こ
と
、
②
Ⅹ
ら
の
本
件
求
償
権
等
三
六
、
〇
四
九
、
四
二
七
円
が
昭
和
五
二
年
三
月
〓
二
日
に
放
棄
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
 
 

て
A
社
は
昭
和
五
三
年
≡
月
≡
日
事
業
年
度
で
は
辛
う
じ
て
債
務
超
過
の
状
況
を
免
れ
た
が
、
本
件
求
償
権
の
放
棄
が
な
け
れ
ば
、
約
 
 

三
、
0
0
0
万
円
の
債
務
超
過
で
あ
っ
た
こ
と
、
③
A
社
は
昭
和
五
八
年
四
月
三
〇
日
ま
で
に
届
出
和
議
債
権
の
総
額
八
三
、
七
九
一
、
 
 

六
六
四
円
の
元
本
全
額
を
弁
済
し
、
和
議
条
件
を
履
行
し
た
ほ
か
、
也
保
権
を
有
す
る
債
権
者
に
対
し
約
三
、
四
〇
〇
万
円
弱
の
弁
済
を
 
 

三
五
一
 
 
 



三
五
二
 
 

し
た
こ
と
、
と
の
事
実
認
定
を
し
た
う
え
で
、
「
Ⅹ
が
本
件
請
求
権
を
放
棄
し
た
昭
和
垂
二
年
三
月
二
二
日
当
時
は
、
A
社
の
和
議
認
可
 
 

決
定
の
直
後
で
あ
っ
て
、
同
社
は
和
議
債
務
の
元
本
全
額
の
支
払
猶
予
を
得
て
事
業
再
建
の
可
能
性
が
あ
っ
た
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
 
 

る
。
」
と
判
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
の
場
合
に
は
、
本
件
求
償
権
の
放
棄
が
な
く
て
も
、
そ
の
求
償
債
務
を
含
む
和
議
債
務
全
 
 

額
の
支
払
猶
予
を
受
け
て
A
社
の
再
建
は
可
能
で
あ
っ
た
と
の
判
断
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
本
件
の
 
 

A
社
が
、
仮
に
求
償
権
の
放
棄
が
な
け
れ
ば
再
建
が
不
可
能
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
情
況
に
あ
っ
た
場
合
に
は
、
前
記
判
示
も
同
 
 

じ
結
論
に
到
達
し
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
 
 
 

債
務
者
が
債
務
超
過
の
状
態
と
な
っ
て
経
済
的
に
破
た
ん
し
、
ま
さ
に
破
産
宣
告
を
受
け
る
べ
き
状
態
に
陥
っ
た
場
合
に
お
け
る
事
業
 
 

の
再
建
は
、
債
務
者
の
同
意
を
得
て
、
そ
の
債
務
の
支
払
猶
予
を
受
け
て
長
期
間
に
わ
た
っ
て
分
割
し
て
弁
済
す
る
か
、
ま
た
は
、
債
務
 
 

の
一
部
切
捨
て
に
つ
い
て
債
権
者
の
同
意
を
得
る
か
の
方
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
の
債
務
の
切
 
 

捨
宅
は
、
そ
の
切
捨
て
が
な
け
れ
ば
債
務
者
の
事
業
の
再
建
が
お
ぼ
つ
か
ず
、
ひ
い
て
は
債
権
の
大
部
分
が
貸
倒
れ
と
な
る
恐
れ
が
あ
 
 

り
、
か
つ
、
債
権
の
一
部
回
収
を
断
念
す
れ
ば
債
務
者
の
事
業
の
再
建
が
可
能
で
残
余
の
債
権
の
回
収
が
可
能
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
事
 
 

情
が
あ
る
場
合
に
、
債
権
者
の
協
議
と
同
意
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
 
 
 

所
得
税
基
本
通
達
有
二
1
一
一
回
で
は
、
法
令
の
規
定
に
よ
る
整
理
手
続
に
よ
ら
な
い
で
、
①
債
権
者
集
会
の
協
議
決
定
で
合
理
的
な
 
 

基
準
に
よ
り
債
務
者
の
負
債
整
理
を
定
め
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
債
権
が
切
り
捨
て
ら
れ
た
場
合
及
び
②
金
融
機
関
等
の
あ
っ
せ
ん
 
 

に
よ
る
当
事
者
間
の
協
議
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
契
約
で
そ
の
内
容
が
①
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
債
権
 
 

が
切
り
捨
て
ら
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
切
り
捨
て
ら
れ
た
部
分
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
．
所
得
税
聾
ハ
四
条
二
項
の
求
償
権
の
行
使
不
能
額
 
 

（
3
3
）
 
 

と
し
で
取
り
扱
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 



こ
の
取
扱
い
の
①
の
「
合
理
的
な
基
準
」
と
し
て
は
、
r
例
え
ば
、
す
べ
て
の
債
権
者
に
対
し
て
お
お
む
ね
同
一
の
条
件
で
そ
の
切
捨
額
 
 

が
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
お
け
る
そ
の
基
準
を
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
切
捨
て
が
、
債
務
者
の
資
産
状
況
や
支
払
能
力
か
ら
 
 

（
3
4
）
 
み
て
、
そ
れ
が
実
質
的
な
贈
与
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
除
外
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
そ
の
負
債
整
理
が
債
権
者
平
等
の
原
則
に
反
す
る
こ
と
が
な
い
な
ど
、
合
理
的
な
基
準
に
基
づ
 
 

い
て
債
権
の
切
り
捨
て
な
ど
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
切
捨
て
は
他
律
的
な
要
因
に
基
づ
い
七
債
権
の
回
収
を
断
念
す
る
こ
 
 

と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
切
り
捨
て
額
は
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
適
用
に
′
つ
い
て
は
求
償
権
行
使
不
能
 
 

額
と
し
て
取
扱
う
こ
と
と
を
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
切
捨
て
の
結
果
、
債
務
者
の
事
業
が
再
建
さ
れ
、
資
力
の
 
 

回
復
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
適
用
関
係
に
何
等
の
影
響
を
も
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
 
 

ち
、
前
記
の
取
扱
い
は
、
切
捨
債
権
額
を
含
め
て
は
弁
済
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
債
権
の
一
部
切
捨
て
が
行
 
 

わ
れ
、
事
業
の
再
建
計
画
が
樹
立
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
打
切
捨
額
は
、
所
得
税
法
六
四
条
の
回
収
不
能
額
と
し
て
取
扱
う
趣
旨
の
も
の
 
 

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
う
す
る
と
、
以
上
の
よ
う
な
取
扱
い
の
論
理
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
事
業
再
建
の
可
能
性
を
、
放
棄
し
た
求
償
債
権
の
額
を
含
め
た
と
 
 

こ
ろ
で
予
測
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
再
建
が
不
可
能
と
見
込
ま
れ
る
た
め
に
債
権
の
一
部
切
捨
て
が
必
要
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
合
理
的
 
 

な
基
準
に
基
づ
．
く
私
的
整
理
の
一
環
と
し
て
求
償
権
の
全
部
又
は
一
部
の
放
棄
が
行
わ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
放
棄
さ
れ
た
求
償
権
の
額
 
 

は
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
求
償
権
行
使
不
能
額
に
該
当
す
る
も
の
と
解
し
て
差
し
支
え
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
ほ
な
 
 

か
ろ
う
か
。
 
 
 

因
 
な
お
、
Ⅹ
は
、
上
告
審
に
お
い
て
「
企
業
の
経
営
者
の
個
人
保
証
に
基
づ
く
求
償
債
務
の
弁
済
ほ
、
そ
の
企
業
が
破
産
状
態
に
あ
 
 

三
五
三
 
 
 



三
五
四
 
 
 

る
場
合
に
は
」
理
論
的
に
弁
済
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
債
務
超
過
を
解
消
し
て
か
ら
、
一
番
最
後
に
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
 
 

理
由
と
し
て
、
事
実
上
求
償
不
能
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
債
務
者
の
資
力
が
不
十
分
な
た
め
に
債
権
に
つ
い
て
部
分
 
 

的
な
弁
済
し
か
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
債
権
者
は
、
自
己
の
債
権
に
つ
い
て
優
先
権
を
有
し
な
い
限
り
、
そ
の
債
権
の
発
生
原
因
・
 
 

（
3
5
）
 
 

発
生
時
期
の
前
後
、
金
額
等
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
平
等
に
取
扱
わ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
か
ら
、
求
償
債
権
者
が
偶
々
債
務
 
 

者
で
あ
る
企
業
の
経
営
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
み
を
も
っ
て
、
そ
の
者
は
他
の
債
権
者
に
劣
後
し
て
し
か
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
 
 

な
い
と
い
ヶ
法
律
上
の
制
約
は
存
し
な
い
。
企
業
の
経
営
者
が
、
そ
の
経
営
者
で
あ
る
が
故
に
他
の
債
権
者
に
対
す
る
弁
済
が
終
っ
た
後
 
 

で
な
け
れ
ば
そ
の
企
業
か
ら
は
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
実
態
と
し
て
は
理
解
し
得
な
く
も
な
い
が
、
そ
れ
は
 
 

法
律
上
の
責
任
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
、
い
わ
ゆ
る
道
義
的
な
責
任
に
基
づ
く
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
道
義
的
責
任
が
存
す
る
故
を
も
っ
て
、
求
償
債
権
が
他
の
債
権
に
劣
後
し
て
し
か
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
 
 

い
う
こ
と
が
理
由
と
な
り
得
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
消
極
と
い
わ
ぎ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
例
え
ば
企
業
の
経
営
者
は
、
企
 
 

業
が
破
産
汲
態
に
陥
っ
た
場
合
に
は
1
法
律
上
の
責
任
は
経
営
者
に
は
存
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
義
的
責
任
に
よ
り
個
人
財
産
を
 
 

（
3
6
）
 
 

処
分
し
て
企
業
の
債
務
の
弁
済
を
行
う
と
い
 

税
の
課
税
上
考
慮
さ
れ
る
余
地
が
な
い
の
で
、
、
こ
ぁ
こ
と
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
考
え
て
も
、
企
巣
の
経
営
者
が
負
う
道
義
的
責
任
を
履
行
 
 

し
た
と
と
に
よ
っ
七
生
ず
る
挽
失
は
、
担
税
力
の
減
殺
要
因
と
は
な
り
得
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

五
 
資
力
喪
失
者
に
対
す
る
保
証
債
務
 
 
 

凹
∵
保
証
人
が
、
主
た
る
債
務
者
に
資
力
が
な
く
、
債
務
を
弁
済
す
る
能
力
に
欠
け
る
こ
と
を
十
分
に
承
知
し
て
い
な
が
ら
、
保
証
契
 
 

約
を
締
結
し
て
い
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
め
後
債
権
者
か
ら
保
証
債
務
の
履
行
を
請
求
さ
れ
、
保
証
人
が
自
己
の
財
産
を
処
分
し
て
そ
の
 
 
 



保
証
債
務
を
履
行
し
た
と
き
に
、
そ
の
保
証
債
務
を
履
行
す
る
た
め
の
資
産
の
譲
渡
が
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
適
用
要
件
に
該
当
す
る
 
 

か
ど
う
か
の
問
題
に
つ
い
で
次
に
検
討
す
る
。
 
 
 

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
所
得
税
法
六
四
条
一
項
の
譲
渡
代
金
の
回
収
不
能
に
当
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
裁
判
例
（
大
阪
地
裁
昭
和
 
 

（
3
7
）
 
 

五
七
年
七
月
一
六
日
判
決
、
昭
和
五
五
年
（
行
ウ
）
六
二
号
）
が
そ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
め
判
決
で
は
 
 

「
〔
所
得
税
法
六
四
条
一
項
〕
 
の
趣
旨
は
、
有
償
譲
渡
の
対
価
の
全
部
又
は
一
部
が
や
む
を
得
な
い
事
情
で
回
収
不
能
と
な
っ
た
部
分
の
金
 
 

額
だ
け
低
い
価
額
の
対
価
で
譲
渡
し
た
の
と
南
棟
に
な
り
、
そ
れ
だ
け
譲
渡
所
得
の
金
額
も
減
額
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
に
あ
る
。
 
 
 

そ
う
す
る
と
、
譲
渡
代
金
の
回
収
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
初
め
か
ら
知
り
な
が
ら
あ
え
て
資
産
を
譲
渡
し
た
よ
う
な
場
合
は
、
こ
こ
 
 

に
い
う
『
や
む
を
得
な
い
事
情
』
 
に
該
当
し
な
い
か
ち
、
′
同
条
同
項
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
と
 
 

（
3
8
）
 
 

判
示
し
て
い
る
。
 
 
 

更
に
同
旨
の
裁
判
例
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
り
、
′
判
旨
は
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

（
3
9
）
 
 
 
イ
 
名
古
屋
地
裁
昭
和
五
五
年
一
〇
月
二
七
日
判
決
（
昭
和
五
五
年
（
行
り
）
一
号
 
 

こ
の
裁
判
例
は
、
保
証
人
が
主
た
る
債
務
者
に
資
力
が
な
く
債
務
の
弁
済
能
力
が
な
い
こ
と
を
保
証
契
約
を
締
結
す
る
際
に
十
分
承
 
 
 

知
し
な
が
ら
、
あ
え
て
保
証
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
「
保
証
人
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
求
償
権
行
使
に
よ
る
回
収
の
期
待
を
全
く
 
 
 

持
た
な
い
点
に
お
い
て
主
た
る
債
務
者
の
債
務
を
引
受
け
た
か
、
あ
る
い
ほ
、
主
た
る
債
務
者
に
対
し
利
益
供
与
ま
た
は
贈
与
を
な
し
 
 
 

た
も
の
と
み
な
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
場
合
は
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
に
い
う
『
求
償
権
の
行
使
が
不
能
に
な
っ
た
と
き
』
 
 
 

に
▲
該
当
せ
ず
、
同
条
同
項
を
適
用
す
る
余
地
は
な
い
も
の
と
解
す
る
ゎ
が
相
当
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
て
い
る
。
 
 

（
4
0
）
 
 
 
ロ
 
大
阪
地
裁
昭
和
五
六
年
六
月
二
六
白
判
決
（
昭
和
五
三
年
（
行
り
）
八
一
号
 
 

三
五
五
 
 
 



三
五
六
 
 

こ
の
裁
判
で
は
、
「
所
得
税
法
六
四
条
二
項
は
資
産
の
譲
渡
代
金
が
回
収
不
能
と
な
っ
た
場
合
の
所
得
計
算
の
特
例
（
同
条
一
項
）
 
 

と
同
一
の
考
慮
に
基
づ
く
も
の
で
、
主
債
務
老
に
対
す
る
求
償
を
前
提
と
す
る
保
証
に
つ
い
て
、
保
証
債
務
を
履
行
す
る
た
め
資
産
の
 
 

譲
渡
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
求
償
権
の
行
使
が
不
能
と
な
っ
た
場
合
紅
は
譲
渡
代
金
が
回
収
不
能
と
な
っ
た
場
合
と
同
様
に
所
 
 

待
計
算
上
求
償
不
能
と
な
っ
た
金
額
が
所
得
計
算
上
存
在
し
な
い
も
の
と
み
な
し
て
課
税
上
の
救
済
を
ほ
か
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
か
 
 

ら
、
求
償
権
の
行
使
が
そ
も
そ
も
不
能
で
あ
る
こ
と
を
知
軒
な
が
ら
敢
え
て
保
証
を
し
た
と
き
の
よ
う
に
最
初
か
ら
主
債
務
者
に
対
す
 
 

る
求
償
を
前
掟
と
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
同
条
同
項
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
 
と
判
示
し
て
 
 

い
る
。
 
 

（
4
1
）
 
 
 

六
、
広
島
地
裁
昭
和
五
四
年
一
二
月
二
〇
日
判
決
（
昭
和
四
七
年
（
行
り
）
三
九
号
 
 
 

こ
の
裁
判
例
は
、
法
人
税
の
課
税
に
関
し
て
争
わ
れ
た
事
例
で
あ
る
が
、
判
決
で
は
、
「
一
般
に
…
・
‥
他
人
の
保
証
債
務
を
引
受
け
 
 

た
場
合
、
そ
の
後
そ
の
保
証
債
務
の
履
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
か
†
つ
主
債
務
老
が
無
資
力
で
求
償
権
の
行
使
も
不
能
と
な
っ
た
と
き
に
 
 

は
、
そ
の
経
済
的
利
益
を
享
受
す
る
の
は
主
債
務
者
で
あ
く
っ
て
、
保
証
人
で
は
な
い
と
い
え
る
…
…
。
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
の
場
合
原
告
会
社
の
代
表
者
の
保
証
債
務
は
、
原
告
会
社
が
同
保
証
債
務
を
引
き
受
け
た
当
時
に
お
い
て
す
 
 

で
に
保
証
債
務
の
履
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
か
つ
主
債
務
老
に
対
す
る
求
償
債
権
の
行
使
も
主
債
務
者
の
無
資
力
の
た
め
不
能
も
し
く
は
 
 

著
し
く
困
難
と
な
る
危
険
が
客
筋
的
に
予
測
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
右
原
告
の
保
証
債
務
も
経
済
的
に
は
主
債
務
 
 

者
の
債
務
と
ほ
ぼ
同
等
の
意
義
を
有
す
る
も
の
と
み
ら
れ
、
か
か
嵐
状
況
下
で
の
右
保
証
債
務
の
引
受
け
は
、
対
価
の
支
払
等
格
別
の
 
 

事
情
も
な
い
本
件
に
お
い
て
は
、
経
済
的
に
は
原
告
会
社
か
ら
そ
の
代
表
者
に
対
す
る
経
済
的
利
益
の
付
与
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
の
で
 
 

あ
っ
て
、
そ
の
確
定
し
た
段
階
で
原
告
会
社
の
代
表
者
に
対
す
る
賞
与
と
し
て
課
税
上
取
扱
わ
れ
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
」
 
 
 



と
判
示
し
て
い
る
。
 
 
 

伺
 
こ
れ
ら
の
裁
判
例
の
考
え
方
は
、
主
債
務
暑
が
資
力
を
喪
失
し
て
い
て
保
証
人
が
求
償
権
の
行
使
を
な
し
得
な
い
こ
と
を
予
知
し
 
 

な
が
ら
あ
え
て
債
務
保
証
を
し
て
∵
そ
の
保
証
債
務
の
履
行
を
す
る
と
い
う
こ
と
ほ
、
こ
れ
を
経
済
的
実
質
面
か
ら
み
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
 
 

の
保
証
債
務
の
履
行
を
通
じ
て
、
い
わ
ば
主
債
務
老
に
対
し
て
利
益
供
与
又
ほ
贈
与
を
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
経
済
的
実
質
を
重
視
す
 
 

る
租
税
法
の
解
釈
適
用
に
お
い
て
は
、
‥
そ
の
経
済
的
実
質
に
従
っ
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
経
済
的
実
質
が
利
益
の
供
与
又
は
 
 

贈
与
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
限
り
、
そ
の
実
賀
に
よ
り
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
合
理
的
な
解
釈
で
 
 

あ
ろ
う
。
 
 
 

し
か
し
て
、
保
証
契
約
締
結
時
に
お
い
て
．
は
保
証
債
務
の
履
行
を
求
め
ら
れ
る
蓋
然
性
は
小
さ
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
′
日
突
 
 

如
と
し
て
保
証
債
務
の
履
行
を
求
め
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
履
行
に
当
て
る
た
め
に
資
産
を
譲
渡
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
シ
場
合
に
お
 
 

い
て
、
そ
の
求
償
権
の
行
使
が
不
能
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
求
償
不
能
に
よ
る
損
失
は
重
大
で
突
発
的
、
偶
発
的
な
も
の
で
あ
る
と
 
 

い
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
こ
れ
を
担
税
力
の
減
殺
要
因
と
み
て
譲
渡
所
得
の
課
税
上
考
慮
す
る
と
い
う
の
が
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
 
 

規
定
の
趣
旨
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
と
お
▼
り
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
債
権
者
か
ら
 
 

保
証
債
務
の
履
行
を
求
め
ら
れ
る
蓋
然
性
が
高
ぐ
、
か
つ
、
そ
の
保
証
債
務
を
履
行
し
た
場
合
に
は
求
償
を
な
し
得
な
い
こ
と
が
そ
の
保
 
 

証
契
約
締
結
の
時
に
お
い
て
既
に
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
な
状
況
の
下
に
お
い
て
、
あ
え
て
保
証
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
保
証
債
務
を
履
行
 
 

す
る
た
め
に
資
産
を
譲
渡
し
て
求
償
不
能
に
よ
る
損
失
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
適
 
 

用
要
件
を
欠
き
、
同
項
の
適
用
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

け
だ
し
、
右
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
保
証
債
務
者
ほ
主
債
務
老
に
対
し
て
利
益
を
供
与
す
る
た
め
に
資
産
の
譲
渡
に
よ
っ
て
「
生
じ
た
 
 

三
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八
 
 

（
4
2
）
 
 

所
得
を
売
主
に
お
い
て
い
わ
ば
任
意
に
処
分
し
た
も
の
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
同
条
同
項
に
 
 

よ
る
救
済
の
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

六
 
求
償
不
能
の
時
期
 
 
 

じ
 
保
証
債
務
の
履
行
を
迫
ら
れ
る
場
合
に
は
、
通
常
は
主
た
る
債
務
者
が
資
力
を
喪
失
し
て
履
行
不
能
に
陥
っ
て
い
る
場
合
が
多
 
 

い
。
し
た
が
っ
て
、
保
証
債
務
を
履
行
す
る
た
め
に
資
産
を
譲
渡
し
た
時
点
で
、
既
に
主
た
る
債
務
者
が
資
力
を
喪
失
し
て
求
償
す
る
こ
 
 

と
が
困
難
な
状
態
で
あ
る
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
適
用
に
関
し
て
、
資
産
の
譲
渡
の
時
 
 

に
お
い
七
宝
た
る
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
の
行
使
不
能
の
状
態
が
確
実
と
な
っ
て
ノ
い
る
こ
と
が
要
件
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
 
 

同
項
の
規
定
上
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
 
 
 

本
件
訴
訟
虹
お
い
て
は
、
求
償
権
行
使
不
能
の
時
期
に
つ
い
て
は
直
接
争
い
と
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
前
記
二
の
何
で
述
べ
た
と
お
 
 

り
、
現
行
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
規
定
が
、
資
産
の
譲
渡
後
に
求
償
不
能
と
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
こ
れ
を
救
済
す
る
癌
旨
で
あ
る
 
 

と
解
し
得
る
旧
所
得
税
法
一
〇
条
の
六
の
規
定
を
そ
の
ま
ま
継
受
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
及
び
所
得
税
法
六
四
条
三
項
に
お
い
て
更
正
 
 

の
請
求
（
所
得
税
法
一
五
二
条
に
よ
る
各
種
所
得
の
金
額
に
異
動
が
生
じ
た
場
合
の
更
正
の
請
求
の
特
例
）
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
 
 

る
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
求
償
権
行
使
不
能
の
状
態
が
資
産
の
譲
渡
後
に
確
定
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
親
 
 

（
4
3
）
 
定
の
適
用
は
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
 
 

何
 
問
題
は
、
保
証
債
務
を
履
行
し
た
直
後
に
求
償
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
行
使
せ
ず
、
主
 
 

た
る
債
務
者
の
資
力
が
徐
々
に
失
な
わ
れ
て
行
く
の
を
あ
え
で
傍
観
を
し
て
い
た
結
果
、
遂
に
主
た
る
債
務
者
が
資
力
喪
失
状
態
に
陥
っ
 
 

て
求
償
権
の
行
使
が
不
能
に
帰
し
た
よ
う
な
場
合
に
も
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
に
親
定
す
る
「
求
償
権
の
全
部
又
は
一
部
を
行
使
す
る
 
 
 



こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
」
転
該
当
し
、
更
正
の
請
求
の
理
由
と
な
り
得
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
ノ
企
業
の
経
営
者
で
そ
の
企
業
の
債
務
保
証
人
が
、
個
人
資
産
を
譲
渡
し
て
そ
の
譲
渡
代
金
で
そ
の
保
証
債
務
 
 

を
履
行
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
経
営
者
が
求
償
債
権
の
回
収
を
図
る
努
力
を
全
く
怠
り
、
か
つ
、
そ
の
企
業
が
い
わ
ゆ
る
計
画
閻
産
 
 

を
因
っ
て
破
産
し
て
し
ま
い
、
求
償
債
権
の
回
収
が
で
き
な
い
よ
う
な
状
態
が
で
き
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
と
き
に
、
所
得
税
法
六
四
条
二
 
 

項
の
適
用
が
あ
る
か
ど
う
か
の
問
題
で
あ
る
。
 
 
 

過
去
に
は
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
層
接
判
示
し
た
裁
判
例
は
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
間
題
は
、
求
償
権
の
行
使
が
可
能
で
あ
る
 
 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
行
使
を
せ
ず
、
放
棄
を
す
る
場
合
と
実
質
的
に
は
同
じ
問
題
で
あ
る
。
こ
の
放
棄
に
つ
い
て
は
、
既
に
検
討
 
 

し
た
と
お
り
、
求
償
権
の
行
使
が
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
」
 
こ
れ
を
行
使
せ
ず
、
放
棄
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
主
た
る
債
務
者
に
 
 

対
す
る
利
益
供
与
又
は
贈
与
に
当
り
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
適
用
要
件
を
欠
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
 
 

ら
、
前
記
の
場
合
も
こ
れ
と
同
様
に
取
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
求
償
権
の
行
使
が
可
能
で
あ
る
間
は
こ
れ
を
行
使
せ
ず
、
求
償
の
相
手
方
の
資
力
が
悪
化
し
、
最
終
的
に
支
払
不
能
の
状
 
 

態
が
確
実
と
な
る
の
を
待
つ
、
つ
ま
り
、
積
極
的
に
債
権
の
回
収
を
し
な
い
で
主
た
る
債
務
者
が
資
力
を
喪
失
す
る
の
を
傍
観
し
て
い
る
 
 

と
い
う
こ
と
ほ
、
形
式
上
ほ
求
償
権
の
放
棄
は
な
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
実
質
的
に
は
求
償
権
を
放
棄
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
と
い
 
 

う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
ほ
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
適
用
要
件
を
欠
く
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

伺
 
以
上
の
こ
と
か
ら
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
適
用
要
件
と
し
て
の
求
償
権
行
使
不
能
の
状
態
が
確
実
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
定
 
 

時
期
に
つ
い
て
は
、
保
証
債
務
者
が
資
産
を
譲
渡
し
た
時
又
は
保
証
債
務
を
履
行
し
た
時
に
限
る
と
限
定
的
に
解
す
る
必
要
は
な
く
、
そ
 
 

の
後
に
お
い
て
確
実
と
な
っ
た
場
合
を
も
含
む
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
保
証
人
が
資
産
を
譲
渡
し
た
時
又
は
保
証
債
務
 
 

三
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〇
 
 

を
履
行
し
た
時
に
お
い
て
、
主
た
る
債
務
者
の
支
払
不
能
の
状
態
が
客
観
的
に
確
実
と
な
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
少
な
 
 

く
と
も
そ
の
時
に
お
い
て
主
た
る
債
務
者
の
支
払
能
力
が
相
当
程
度
に
悪
化
し
て
お
り
」
か
つ
、
そ
の
後
求
償
権
老
が
そ
の
求
償
債
権
の
 
 

回
収
に
積
極
的
に
努
め
た
け
れ
ど
も
結
果
的
に
′
こ
れ
を
回
収
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
遂
に
主
た
る
債
務
者
の
支
払
不
能
の
状
態
が
客
観
 
 

的
に
確
実
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
同
条
同
項
の
求
償
不
能
の
判
定
上
の
要
件
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

（
了
）
 
 

（
l
）
 
た
な
卸
資
産
又
は
た
な
卸
資
産
に
準
ず
る
資
産
の
譲
渡
及
び
営
利
を
目
的
と
し
て
継
続
的
に
行
わ
れ
る
資
産
の
譲
渡
は
除
か
れ
る
（
所
浩
三
三
 
 

①
一
、
所
令
八
一
）
。
 
 
 

（
2
）
 
不
動
産
所
得
、
事
業
所
得
又
は
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き
事
業
の
遂
行
に
関
し
て
発
生
し
た
保
証
債
務
の
履
行
に
伴
う
求
償
権
の
行
使
不
能
額
に
 
 

つ
い
て
ほ
、
こ
れ
ら
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
の
で
除
外
さ
れ
て
い
る
（
所
法
五
一
③
、
所
令
一
四
二
二
）
。
 
 
 

（
3
）
 
昭
和
四
≡
年
一
〇
月
三
一
日
判
決
、
最
真
二
小
四
一
（
行
ツ
）
八
号
、
訟
務
月
報
一
四
巻
〓
一
号
一
四
二
貢
、
税
資
五
三
号
七
九
九
貢
。
 
 

な
お
、
同
旨
判
決
と
し
て
ほ
次
の
も
の
が
あ
る
。
①
昭
和
四
七
年
一
二
月
二
六
日
判
決
、
最
高
三
小
四
一
（
行
ツ
）
一
〇
二
号
、
民
集
t
一
九
巻
 
 

五
号
六
四
一
貫
、
税
資
六
六
号
l
四
九
五
頁
、
②
昭
和
五
〇
年
五
月
二
七
日
判
決
、
最
高
三
小
四
七
（
行
ツ
）
四
、
民
集
二
九
巻
五
号
六
四
一
 
 

貫
、
税
資
八
一
号
六
四
八
頁
。
 
 
 

（
4
）
 
譲
渡
所
得
課
税
は
、
資
産
の
値
上
り
に
よ
る
増
加
益
の
清
算
課
税
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
に
対
し
て
は
、
「
実
現
し
た
所
得
の
み
が
課
税
所
得
 
 

を
構
成
す
る
」
と
す
る
立
場
か
ら
の
批
判
が
あ
る
。
書
良
美
「
税
法
上
の
課
税
所
得
論
U
」
税
法
学
三
〇
四
号
二
三
貢
、
竹
下
重
人
「
譲
渡
所
得
 
 

課
税
の
二
、
主
の
問
題
点
」
▼
シ
ュ
ト
イ
エ
ル
一
〇
〇
号
一
〇
入
貢
、
黒
川
功
「
譲
渡
所
得
学
説
と
税
法
解
釈
学
の
方
法
論
囲
」
税
理
二
九
巻
二
号
 
 

九
四
頁
。
孝
た
、
「
譲
渡
所
得
の
構
成
要
素
は
、
こ
の
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
Y
、
極
め
て
疲
経
で
あ
り
、
①
資
産
の
効
用
、
相
対
的
稀
少
 
 

性
、
有
効
需
要
な
ど
の
変
化
に
伴
う
資
産
価
値
の
増
減
に
よ
る
実
質
的
扱
益
、
②
貨
灘
価
値
の
変
動
に
伴
う
資
産
の
価
格
の
騰
落
及
び
③
使
用
な
 
 

い
し
時
の
経
過
に
よ
る
資
産
の
価
値
減
少
部
分
の
擬
制
計
算
に
伴
い
生
ず
る
名
目
的
損
益
の
複
合
さ
れ
た
滝
の
で
計
り
、
単
な
る
資
産
の
値
上
り
 
 

益
だ
け
か
ら
成
っ
て
い
る
も
の
で
ほ
な
い
。
」
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
藤
田
良
一
、
「
所
得
税
法
上
の
資
産
損
失
制
度
に
関
す
る
一
考
察
」
税
大
 
 

論
叢
〓
二
号
一
七
五
貢
以
下
）
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
い
ず
れ
も
資
産
の
値
上
り
に
よ
る
増
加
益
の
発
生
要
因
と
な
る
べ
き
も
の
が
大
部
 
 
 



分
で
あ
り
、
契
定
法
上
で
は
こ
れ
ら
の
も
の
も
含
め
て
譲
渡
所
得
（
又
ほ
譲
渡
損
失
）
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
ほ
な
か
ろ
う
か
。
 
 

（
5
）
 
拙
稿
、
「
譲
渡
所
得
の
仕
組
み
」
、
別
冊
税
経
通
信
（
通
巻
四
号
）
二
七
頁
。
 
 

（
6
）
 
昭
和
三
六
年
一
〇
月
〓
二
軋
判
決
、
最
高
二
小
三
四
（
オ
）
四
七
三
号
、
民
集
一
五
巻
九
号
二
、
三
三
二
貢
、
税
資
三
五
号
七
二
七
貢
。
 
 

（
7
）
 
昭
和
四
〇
年
九
月
二
四
日
判
決
、
最
高
二
小
三
九
（
行
ツ
）
 
〓
一
号
、
民
集
一
九
巻
六
号
一
、
六
八
八
貢
、
税
資
四
一
号
一
、
〇
三
一
貫
。
 
 

（
8
）
 
藤
田
宙
靖
、
「
法
学
協
会
雑
誌
」
、
八
三
巻
四
号
一
六
一
文
。
 
 

（
9
）
 
清
永
敬
次
、
「
民
商
法
雑
誌
」
五
四
巻
五
号
六
六
七
貢
。
 
 

（
1
0
）
 
国
税
庁
長
官
通
達
、
昭
和
三
六
年
七
月
二
〇
日
付
直
資
五
八
他
三
課
共
同
（
例
規
）
で
は
、
「
（
趣
旨
）
保
証
債
務
の
担
保
に
提
供
さ
れ
て
い
た
 
 
 

資
産
が
担
保
権
の
実
行
に
よ
り
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
也
保
を
提
供
し
た
者
に
対
し
て
は
、
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
の
行
使
が
 
 
 

で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
一
般
の
例
に
よ
り
計
算
さ
れ
た
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
の
所
得
税
等
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
 
 
 

な
が
ら
、
こ
の
場
合
に
は
、
事
実
上
所
得
が
伴
わ
な
い
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
、
そ
の
所
得
税
等
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
 
 
 

に
限
り
、
当
分
の
間
、
課
税
し
な
い
こ
と
に
取
り
扱
う
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
1
1
）
 
保
証
債
務
の
履
行
に
は
、
民
法
四
四
六
条
又
は
四
五
四
条
に
畢
疋
す
る
保
証
人
の
債
務
の
履
行
が
あ
っ
た
場
合
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
場
合
 
 
 

も
、
そ
の
債
務
の
履
行
等
に
伴
う
求
償
権
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
取
扱
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
所
得
 
 
 

税
基
本
通
達
「
六
四
1
四
」
）
。
 
 
 

‖
 
不
可
分
債
務
の
債
務
者
の
債
務
の
履
行
が
あ
っ
た
場
合
 
 
 

伺
 
連
帯
債
務
者
の
債
務
の
履
行
が
あ
っ
た
場
合
 
 
 

川
 
合
名
会
社
又
は
合
資
会
社
の
無
限
責
任
社
員
に
よ
る
会
社
の
債
務
の
履
行
が
あ
っ
た
場
合
 
 
 

囲
 
身
元
保
証
人
の
債
務
の
履
行
が
あ
っ
た
場
合
 
 
 

囲
 
他
人
の
債
務
を
担
保
す
る
た
め
質
権
若
し
く
は
抵
当
権
を
設
定
し
た
老
が
そ
の
債
務
を
弁
済
し
又
は
質
権
若
し
く
は
抵
当
権
を
実
行
さ
れ
た
 
 

場
合
 
 
 

国
 
法
律
の
親
定
に
よ
り
連
帯
し
て
損
害
賠
償
の
責
任
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
損
害
賠
償
金
の
支
払
が
あ
っ
た
と
き
。
 
 

（
1
2
）
 
所
得
税
法
七
二
条
に
洗
定
す
る
雑
挽
捷
除
。
 
 

三
六
一
 
 
 



三
六
二
 
 

（
1
3
）
税
制
調
査
会
、
昭
和
三
六
年
〓
万
「
税
制
調
査
会
答
申
及
び
そ
の
審
議
の
内
容
と
経
過
の
説
明
」
五
五
四
頁
 
 

（
1
4
）
 
同
五
重
一
貫
 
 

（
ほ
）
 
善
良
実
「
保
証
債
務
を
め
ぐ
る
税
務
の
問
題
点
」
税
理
、
二
二
巻
五
号
九
貢
 
 

（
1
6
）
 
藤
田
前
掲
二
一
四
頁
 
 

（
1
7
）
 
昭
和
五
〇
年
貢
二
二
日
判
決
、
仙
台
高
裁
昭
和
四
大
年
（
行
コ
）
第
八
号
（
地
方
税
法
四
八
九
条
一
項
二
号
に
い
う
「
合
金
鉄
」
の
解
釈
に
 
 
 

関
し
て
）
、
行
裁
例
集
二
六
巻
言
写
三
頁
、
昭
和
五
三
年
七
月
一
八
日
判
決
、
最
高
三
小
訟
務
月
報
二
四
巻
一
二
号
二
六
九
七
頁
 
 

（
1
8
）
 
中
里
実
、
「
所
得
税
塗
ハ
四
条
二
項
の
適
用
要
件
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
m
八
〇
九
、
二
〇
貢
。
 
 

（
1
9
）
 
善
良
実
、
前
掲
二
貢
 
 

（
2
0
）
 
税
資
六
〇
号
、
四
五
一
貫
以
下
 
 

（
飢
）
 
L
訟
務
月
報
二
三
巻
三
号
五
八
九
貢
、
税
資
九
毒
二
六
九
頁
。
同
控
訴
審
昭
和
五
二
竺
○
旦
二
日
東
京
高
裁
判
決
、
昭
和
五
二
年
（
行
 
 

コ
）
第
九
号
、
税
資
九
六
号
五
頁
 
 

（
発
）
 
訟
務
月
琴
一
六
巻
一
二
号
二
二
三
九
貢
、
税
資
〓
四
号
六
三
六
貢
 
 

（
2
3
）
 
税
資
〓
二
四
号
一
貫
 
 

（
竪
訟
務
月
報
三
二
巻
六
号
l
〓
四
貢
、
税
資
一
四
六
号
七
六
七
頁
 
 

（
2
5
）
 
税
賢
一
四
六
号
八
九
貢
 
 

（
讐
 
訟
務
月
報
一
九
巻
一
〇
号
〓
六
貢
、
税
貿
六
九
号
七
二
貢
 
 

（
㌘
）
 
譲
渡
所
得
の
基
因
と
な
る
資
産
が
法
人
に
対
し
て
無
償
で
移
転
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
移
転
時
の
価
額
で
資
産
の
譲
渡
が
あ
っ
た
も
の
と
み
 
 
 

な
し
て
譲
渡
所
得
課
税
が
行
わ
れ
る
（
所
得
税
法
五
九
条
一
項
）
。
 
 

（
讐
 
租
税
特
別
措
置
法
四
〇
条
に
娩
定
す
る
国
税
庁
長
官
承
認
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
も
、
財
産
の
贈
与
等
を
受
け
た
法
人
が
そ
の
財
産
を
そ
の
 
 
 

贈
与
等
に
係
る
公
益
を
目
的
せ
す
る
事
業
の
用
に
供
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
承
認
ほ
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
時
点
で
そ
の
贈
与
者
 
 
 

等
に
対
し
て
譲
渡
所
得
課
税
が
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
贈
与
的
保
証
債
務
を
履
行
す
る
た
め
の
資
産
の
譲
渡
の
場
合
に
は
、
当
初
か
ら
譲
渡
所
得
 
 
 

の
基
因
と
な
る
資
産
は
公
益
を
目
的
と
す
る
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
譲
渡
代
金
が
使
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
 
 
 



（
3
2
）
 
 

（
3
3
）
 
 

（
3
4
）
 
 

（
3
5
）
 
 

（
3
6
）
 
 

（
3
7
）
 
 

（
3
8
）
 
 

（
3
9
）
 
 

（
4
0
）
 
 

（
4
1
）
 
 

（
3
1
）
 
 

に
は
実
質
的
に
も
租
税
特
別
措
置
法
四
〇
条
の
適
用
要
件
を
満
た
す
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
も
同
条
の
趣
旨
に
反
す
 
 

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

船
田
健
二
、
「
保
証
債
務
に
係
る
求
償
権
の
放
棄
と
債
務
免
除
」
、
税
理
三
〇
巻
九
号
七
〇
頁
 
 
 

所
得
税
基
本
通
達
に
よ
れ
ば
、
債
務
者
の
支
払
不
能
の
状
態
が
客
観
的
事
実
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
債
務
 
 

者
に
対
し
て
債
務
免
除
額
を
書
面
に
よ
り
通
知
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
免
除
額
を
回
収
不
能
額
と
判
定
す
る
こ
と
に
取
扱
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
 
 

（
同
通
達
五
一
－
一
一
因
、
六
四
－
一
）
。
 
 
 

所
得
税
法
一
五
二
条
で
は
、
保
証
債
務
を
履
行
す
る
た
め
資
産
の
譲
渡
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
履
行
に
伴
う
求
償
権
の
全
部
又
は
一
 
 

部
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
納
付
税
額
等
が
過
大
と
な
っ
た
と
き
ほ
、
そ
の
事
舞
が
生
じ
た
日
の
翌
日
か
ら
二
 
 

月
以
内
に
限
り
、
税
務
署
長
に
対
し
て
更
正
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

中
田
淳
二
 
「
破
産
法
・
和
議
法
」
法
律
学
全
集
三
七
、
有
斐
閤
、
初
版
第
一
九
刷
、
二
七
二
貢
 
 
 

所
得
税
基
本
通
達
六
四
－
一
に
お
い
て
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
の
求
償
権
の
行
使
不
能
か
ど
う
か
の
判
定
に
つ
い
て
は
、
同
通
達
五
一
1
一
 
 

一
か
ら
五
二
卜
〓
ハ
せ
で
の
取
扱
い
に
準
ず
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

「
所
得
税
基
本
通
達
逐
条
解
説
」
四
六
九
頁
、
大
蔵
財
務
協
会
、
昭
和
六
三
年
八
月
二
〇
日
初
版
 
 
 

民
事
法
学
辞
典
・
上
巻
・
有
斐
閤
昭
和
四
九
年
一
〇
月
三
〇
日
再
版
第
一
一
別
、
六
四
三
貢
 
 
 

藤
田
前
掲
二
一
l
一
貫
 
 
 

判
例
時
報
一
〇
五
九
号
五
五
頁
、
シ
ュ
ト
イ
ユ
ル
二
四
八
号
一
二
貢
、
税
資
〓
一
七
号
一
九
七
貫
 
 
 

こ
の
判
決
に
つ
い
て
の
評
釈
と
し
て
、
清
永
敬
次
、
「
譲
渡
代
金
の
回
収
不
能
を
初
め
か
ら
知
っ
て
い
た
場
合
の
所
得
税
法
六
四
条
一
項
の
適
 
 

用
」
、
（
税
務
事
例
一
五
巻
八
号
二
貢
）
が
あ
る
。
 
 
 

訟
務
月
報
二
七
巻
二
号
、
三
九
八
貢
、
シ
ュ
ト
イ
エ
ル
二
三
〇
号
七
頁
、
税
資
一
一
五
号
二
六
二
貢
 
 
 

行
裁
例
集
三
二
巻
六
号
九
七
二
貢
、
税
資
〓
七
号
七
五
二
貢
 
 
 

税
資
一
〇
九
号
七
五
九
貢
 
 
 

な
お
、
こ
れ
ら
の
判
決
の
ほ
か
、
「
保
証
し
た
時
点
で
主
債
務
者
が
無
資
力
で
求
償
権
の
行
使
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
物
上
保
証
を
 
 

三
六
三
 
 
 



三
六
四
 
 

な
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
物
上
保
証
は
贈
与
等
に
類
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
所
得
税
法
六
四
条
二
項
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
示
し
 
 

た
も
の
が
あ
る
。
千
葉
地
裁
昭
和
六
二
年
三
月
三
〇
日
判
決
、
昭
和
五
八
年
（
行
ツ
）
第
一
四
号
、
税
資
一
五
七
号
一
〇
七
七
頁
 
 
 

（
4
2
）
 
清
永
敬
次
、
前
掲
五
貢
 
 
 

（
4
3
）
 
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
庄
司
範
秋
「
保
証
債
務
を
履
行
す
る
た
め
資
産
を
譲
渡
し
た
場
合
の
課
税
関
係
の
研
究
」
 
（
税
大
論
叢
一
八
号
三
九
五
 
 

貢
）
も
同
意
見
の
よ
ぅ
で
あ
る
。
 
 

補
．
記
 
 

な
お
、
本
稿
は
、
拙
稿
「
求
償
権
の
全
部
又
は
一
部
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
の
意
義
」
 
（
税
理
二
九
巻
一
 
 

五
号
一
一
七
貢
以
下
）
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
命
題
に
つ
き
、
更
に
検
討
を
加
え
、
そ
の
後
に
お
け
る
最
高
裁
判
決
（
昭
和
六
十
一
年
二
 
 

月
十
」
日
判
決
）
 
の
結
果
を
も
踏
ま
え
て
加
筆
補
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
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